
第６期第１回横浜市子ども・子育て会議〔放課後部会〕 

日時：令和５年６月 16日（金） 

18時 30分～19時 15分 

場所：市庁舎 18階 みなと６・７会議室 

議事次第 

１ 開会 

２ 青少年部長あいさつ 

３ 議事 

報告事項 

(1) 第３期子ども・子育て支援事業計画策定に向けたニーズ調査について

(2)放課後キッズクラブ・放課後児童クラブの充実に向けた調査について

４ 閉会 

〔配付資料〕
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資料６  放課後キッズクラブ・放課後児童クラブの充実に向けた調査について 

資料７  R５事業概要 

資料８  アンケート項目(案)



資料１

所　属　・　役　職　等 備　考

1 横浜市ＰＴＡ連絡協議会　副会長 青柳 寛子
あ お や ぎ ひ ろ こ

2 文教大学人間科学部　准教授 ○ 青山
あおやま

　鉄兵
てっぺい

3 千葉大学　名誉教授 ◎ 明石
あ か し

　要一
よ う いち

4 市民委員 池田
い け だ

　浩久
ひろひさ

臨時委員

5 横浜市小学校長会　副会長 江口
えぐち

　和良
かずよし

臨時委員

6 国士舘大学文学部教育学科 教授 鈴木
すずき

　裕子
ゆうこ

臨時委員

7 横浜市青少年指導員連絡協議会　会長 辺見
へんみ

　伸一
しんいち

臨時委員

8 横浜市子ども会連絡協議会　会長 松本　豊
まつもと ゆたか

臨時委員

9
横浜市民生委員児童委員協議会
青葉区主任児童委員連絡会代表 三浦

み う ら

　尚美
な お み

臨時委員

10 横浜障害児を守る連絡協議会　副会長 宮永
みやなが

　千恵子
ち え こ

臨時委員

※任期は令和6年10月31日まで

横浜市子ども・子育て会議放課後部会 委員名簿

委　　員

◎：部会長　　○：職務代理者
【敬称略　50音順（委員及び臨時委員ごと）】

平成27年４月現在



区 分 所 属 氏 名

放課後児童育成課担当係長 金 原 宗 武

山 田 英 二

生 野 元 康

放課後児童育成課担当係長

田 口 香 苗

放課後児童育成課担当係長

佐 藤 治 憲

企画調整課長 柿 沼 千 尋

横浜市子ども・子育て会議放課後部会 事務局名簿

こども青少年局

放課後児童育成課長

青少年部長

放課後児童育成課担当係長

南 雲 純 子

奈 木 修 人

企画調整課担当係長
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○横浜市子ども・子育て会議条例

 (設置) 

第１条 子ども・子育て支援法(平成 24 年法律第 65 号。以下「支援法」という。)第 72 条

第１項、就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律(平成

18 年法律第 77 号。以下「認定こども園法」という。)第 25 条等の規定に基づき、横浜市

子ども・子育て会議(以下「子育て会議」という。)を置く。 

(所掌事務) 

第２条 子育て会議は、次に掲げる事務を行うものとする。 

(1) 支援法第 72 条第１項各号に掲げる事務を処理すること。

(2) 認定こども園法第 17 条第３項、第 21 条第２項及び第 22 条第２項並びに横浜市幼保

連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営の基準に関する条例(平成 26 年

9 月横浜市条例第 46 号)第 4 条の規定によりその権限に属させられた事項を調査審議

すること。

(3) その他支援法第 6 条第１項に規定する子ども等に係る施策に関し市長が必要と認め

る事項を調査審議すること。

２  支援法第 61 条第 1 項の規定に基づく市町村子ども・子育て支援事業計画は、次世代

育成支援対策推進法(平成 15 年法律第 120 号)第８条第 1 項の規定に基づく市町村行動

計画と一体のものとして策定し、及び評価するため、子育て会議は、当該市町村行動計

画の策定及び当該市町村行動計画の実施状況に係る評価についての調査審議を併せて

行うものとする。 

 (組織) 

第３条 子育て会議は、委員 20 人以内をもって組織する。 

２ 委員は、支援法第７条第１項に規定する子ども・子育て支援に関し学識経験のある者そ

の他市長が必要と認める者のうちから、市長が任命する。 

 (委員の任期) 

第 4 条 委員の任期は、2 年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期

は、前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

(臨時委員) 

第５条 市長は、子育て会議に特別の事項を調査審議させるため必要があると認めるときは、

臨時委員若干人を置くことができる。 
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２ 臨時委員は、市長が必要と認める者のうちから市長が任命する。 

３ 臨時委員の任期は、当該特別の事項に関する調査審議が終了したときまでとする。 

 

(委員長及び副委員長) 

第６条 子育て会議に委員長及び副委員長 1 人を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選によって定める。 

３ 委員長は、子育て会議を代表し、会務を総理し、会議の議長となる。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

 

(会議) 

第７条 育て会議の会議は、委員長が招集する。ただし、委員長及び副委員長が選出されて

いないときは、市長が行う。 

２ 子育て会議は、委員の半数以上の出席がなければ会議を開くことができない。 

３ 子育て会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長

の決するところによる。 

 

(部会) 

第８条 子育て会議に、部会を置くことができる。 

２ 部会は、委員長が指名する委員又は臨時委員をもって組織する。 

３ 部会に部会長を置き、委員長が指名する。 

４ 部会長に事故があるとき、又は部会長が欠けたときは、委員長の指名する部会の委員が、

その職務を代理する。 

５ 第６条第３項の規定は部会長の職務について、前条(第 1 項ただし書を除く。)の規定は

部会の会議について、それぞれ準用する。この場合において、第 6 条第 3 項並びに前条

第 1 項本文及び第 3 項中「委員長」とあるのは「部会長」と、第 6 条第 3 項及び前条中

「子育て会議」とあるのは「部会」と、同条第 2 項及び第 3 項中「委員」とあるのは「部

会の委員」と読み替えるものとする。 

 

(関係者の出席等) 

第９条 委員長又は部会長は、それぞれ子育て会議又は部会において必要があると認める

ときは、関係者の出席を求めてその意見若しくは説明を聴き、又は関係者から必要な資料

の提出を求めることができる。 

 

(庶務) 

第 10 条 子育て会議の庶務は、こども青少年局において処理する。 



(委任) 

第 11 条 この条例に定めるもののほか、子育て会議の運営に関し必要な事項は、委員長が

子育て会議に諮って定める。 

 

附 則 

(施行期日) 

１ この条例は、平成 25 年 4 月 1 日から施行する。 

(委員の任期の特例) 

２ 第 3 条第 2 項の規定により平成 27 年 4 月 1 日に任命される委員の任期は、第 4 条第 1

項本文の規定にかかわらず、同日から平成 28 年 10 月 31 日までとする。 

附 則(平成 26 年 9 月条例第 59 号) 

(施行期日) 

１ この条例は、就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律

の一部を改正する法律(平成 24 年法律第 66 号)の施行の日から施行する。ただし、次項

の規定は、公布の日から施行する。 

(準備行為) 

２ 横浜市子ども・子育て会議条例第 1 条に規定する子育て会議は、この条例の施行の日

前においても、就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律

の一部を改正する法律による改正後の就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な

提供の推進に関する法律(平成 18 年法律第 77 号)第 17 条第 3 項の規定によりその権限に

属させられる事項について、この条例による改正後の横浜市子ども・子育て会議条例の規

定の例により、調査審議することができる。 

附 則(平成 27 年 2 月条例第 12 号) 抄 

(施行期日) 

１ この条例は、子ども・子育て支援法(平成 24 年法律第 65 号)の施行の日から施行する。

ただし、附則を附則第 1 項とし、同項に見出しを付し、附則に 1 項を加える改正規定は、

平成 27 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(令和 5 年 3 月条例第 7 号) 

この条例は、令和 5 年 4 月 1 日から施行する。 



横浜市子ども・子育て会議運営要綱 

制定 平成 27 年３月５日 こ企第1019号（局長決裁） 
最近改正 平成 30 年８月１日 こ企第1 4 2号（局長決裁） 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、横浜市子ども・子育て会議条例（平成 25 年３月横浜市条例第

18号。以下「条例」という。）に基づき設置される、横浜市子ども・子育て会議（以

下「子育て会議」という。）の組織、運営その他必要な事項について定めるものと

する。 

 （部会） 

第２条 子育て会議は、条例第８条に基づき次の左欄に掲げる部会を置き、右欄に掲

げる事項を調査審議する。 

部会の名称 調査審議事項 

子育て部会 １ 横浜市子ども・子育て支援事業計画の調査審議に関すること（条

例第２条第１項第１号及び第２条第２項関係） 

保育・教育部

会 

１ 横浜市子ども・子育て支援事業計画の調査審議に関すること（条

例第２条第１項第１号及び第２条第２項関係） 

２ 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の確認及び利用定員

の設定に関すること（条例第２条第１項第１号関係） 

３ 幼保連携型認定こども園の認可等に関すること（条例第２条第１

項第２号関係） 

４ 幼保連携型認定こども園の整備費補助対象の審査に関すること

（条例第２条第１項第３号関係） 

５ 幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の認定に関するこ

と（条例第２条第１項第３号関係） 

６ 幼稚園・認定こども園預かり保育事業の認定先の審査に関するこ

と（条例第２条第１項第３号関係） 

７ 幼稚園２歳児受入れ推進事業実施園の審査に関すること（条例第

２条第１項第３号関係） 

８ 子ども・子育て支援法に係る支給認定、利用者負担額等に関する

こと（条例第２条第１項第３号関係） 

放課後部会 １ 横浜市子ども・子育て支援事業計画の調査審議に関すること（条

例第２条第１項第１号及び第２条第２項関係） 

青少年部会 １ 横浜市子ども・子育て支援事業計画の調査審議に関すること（条

例第２条第１項第１号及び第２条第２項関係） 

２ 部会は、必要に応じ部会長が招集する。 

３ 保育・教育部会における次の事項の決定は、子育て会議の決定とみなす。ただし、

次回の子育て会議に報告しなければならない。 

(1) 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用定員の設定に関すること（条

例第２条第１項第１号関係）

(2) 幼保連携型認定こども園の認可等に関すること（条例第２条第１項第２号関係）

(3) 幼保連携型認定こども園の整備費補助対象の審査に関すること（条例第２条第１

資料４
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項第３号関係） 

(4) 幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の認定に関すること（条例第２条第

１項第３号関係）

(5) 幼稚園・認定こども園預かり保育事業の認定先の審査に関すること（条例第２条

第１項第３号関係）

(6) 幼稚園２歳児受け入れ推進事業実施園の審査に関すること（条例第２条第１項第

３号関係）

（委員長又は部会長の専決事項） 

第３条 委員長は、軽易又は急施を要する事項で、子育て会議を招集する暇がないと

きは、これを専決できる。ただし、次の子育て会議に報告しなければならない。 

２ 第１項の規定は、第２条第３項について、部会長に準用する。この場合において、

第１項中「委員長」とあるのは「部会長」と、第１項中「子育て会議」とあるのは

「部会の会議」と読み替えるものとする。 

（会議の公開） 

第４条 横浜市の保有する情報の公開に関する条例（平成12年２月横浜市条例第１

号）第31条の規定により、子育て会議（部会の会議を含む。）については、一般に

公開するものとする。ただし、委員の承諾があれば、会議の一部又は全部を非公開

とすることができる。 

（意見の聴取等） 

第５条 委員長は、子育て会議の運営上必要があると認めるときは、関係者の出席を

求め、その意見又は説明を聴くほか、資料の提出その他必要な協力を求めることが

できる。 

２ 第１項の規定は、部会長に準用する。この場合において、第１項中「委員長」と

あるのは「部会長」と、第１項中「子育て会議」とあるのは「部会の会議」と読み

替えるものとする。 

（守秘義務） 

第６条 委員及び臨時委員は、職務上知り得た秘密をもらしてはならない。その身分

を失った後も同様とする。 

（委任） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、運営に必要な事項は、委員長が子育て会議に

諮って定める。 

  附 則 

この要綱は、平成 27年４月１日から施行する。 

附 則

この要綱は、平成 28 年 11 月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 30 年８月１日から施行する。  



第３期子ども・子育て支援事業計画
策定に向けたニーズ調査について
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１ 趣旨

現行の「第２期横浜市子ども・子育て支援事業計画」が令和６年度に
終了することに伴い、令和５年度から次期計画（計画期間：令和７～11年度）

の策定に向けた検討を行います。

計画の具体的な検討に先立ち、本市の子育て家庭の状況や意向を把握
するため、子ども・子育て支援法等に基づき、子育て家庭を対象とした
「利用ニーズ把握のための調査（以下、「ニーズ調査」）」を実施する
予定です。

本日お示しする調査項目(案)について、子ども・子育て会議において
ご意見をいただいたうえで、ニーズ調査の実施に向けて準備を進めてい
きます。
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（１）調査の種類

①未就学児童の保育等に関する現状及び保護者ニーズ調査（以下「未就学児調査」）

②小学生の放課後等に関する現状及び保護者ニーズ調査（以下「小学生調査」）

（２）抽出方法・抽出数、実施時期

Ｒ５年度調査 参考：前回調査（Ｈ30年度）

抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出 住民基本台帳から無作為抽出 【回収状況】

抽
出
数

(1)未就学児調査 約64,000人 62,677人 28,721人
（回収率 45.8％）

(2)小学生調査 約66,000人 66,358人 30,738人
（回収率 46.3％）

合計 約130,000人 129,035 人 59,459人
（回収率 46.1％）

実施時期 Ｒ５年10月 Ｈ30年６月14日 対象者あて発送
Ｈ30年７月10日 調査回答期限

回答方法
①郵送による回収
②インターネット回答

郵送による回収

２ ニーズ調査の実施概要

※外国籍の方は、外国語（英語及び中国語）の調査票を別途作成し、郵送回収
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３ 調査項目設定の考え方

（１）子ども・子育て支援法で定める、保育・教育及び地域子ども・子育て支援事業
の「量の見込み」の算出に必要な項目を設けます。

（２）回答者の負担軽減や回収率の向上を図る観点から、調査項目全体のスリム化を
図ります。

（３）中期計画2022～2025の基本戦略「子育てしたいまち 次世代を共に育むまち
ヨコハマ」を踏まえ、横浜で子育てして良かったと実感していただけるような
施策につなげる項目を追加します。

【参考】横浜市中期計画2022～2025の基本戦略

『子育てしたいまち 次世代を共に育むまち ヨコハマ』

未来の横浜を担う次世代を育むことで、共に未来を切り拓く市民を増やし、都市の活力・
持続可能性を高めます。

横浜に関わる様々な人・団体の皆様との協働・共創を通じて、横浜の魅力を更に高め、
「住みたい都市」「住み続けたい都市」「選ばれる都市」を目指します
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４ 調査項目のスリム化

調査項目のスリム化にあたっては、下記の２つの観点から、既存の設問（前回
調査）の見直しを進めます。

①「量の見込み」の算出に必要な設問など、優先度の高い項目を精査。
≪主な見直し項目≫
保護者の休日等の勤務状況、育児短時間勤務の取得状況 等

②利用者向けの設問などは、利用者を対象とした他のアンケート・調査等の
実施を検討。また、他の調査等で把握可能な項目の精査。
≪主な見直し項目≫
児童発達支援の利用状況、地域子育て支援拠点等の認知度 等

【参考】他のアンケート・調査等
●妊娠から出産にかかる支援のニーズに関する子育て世帯に対するアンケート調査
●横浜市放課後キッズクラブ・放課後児童クラブの充実に向けた調査
●障害児通所支援事業（児童発達支援・放課後等デイサービス）の利用者向けアンケート
●家庭と子育てに関するコホート研究：ハマスタディ（Ｒ４年度から５年間の継続調査）

※横浜市立大学と共同
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５ 施策につなげる項目の追加 ※検討中（6/12時点案）

「子育てしたいまち」の実現に向けた施策検討につなげていくため、新たな
着眼点での項目を設定します。
≪追加項目≫
・地域の子育て支援の情報入手方法、子育てする上で知りたい情報 等

…負担軽減につながる施策
・子どもが病気やけがの際の困り事 等

…安心感につながる施策

６ その他

こども基本法を踏まえ、小学生調査において「子ども自身に回答してもらう
項目」を新たに設定します。
≪追加項目≫
・家や学校以外の居心地の良い場所、横浜市がどのようなまちになってもらいたいか 等
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（１）未就学児調査

７ 調査票の構成

大項目 設問数

１ 家族の状況 ８問

２ 保護者の就労状況 ８問

３ 子どもの障害、発達の状況 ３問

４ 日中の定期的な教育・保育事業の利用 ７問

６ 不定期な教育・保育、一時預かり等の利用 ３問

５ 病気の際の対応 ６問

大項目 設問数

７ 地域における子育て支援等 ２問

８ 小学校就学後の放課後の過ごし方 １問

９ 児童発達支援 １問

10 育児休業などの両立支援制度 ５問

11 妊娠・出産・子育て全般 25問

（２）小学生調査

大項目 設問数

１ 家族の状況 ７問

２ 保護者の就労状況 ４問

３ 子どもの障害、発達の状況 ３問

４ 放課後の過ごし方 21問

大項目 設問数

５ 病気の際の対応 ６問

６ 子育て全般 19問

７ 子ども本人への質問 ７問

計 69問
(うち全員回答42問、該当者のみ回答27問)

計 67問
(うち全員回答39問、該当者のみ回答28問)



令和５年度 令和６年度
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

次期計画の
策定

子ども・
子育て会議

●
素
案
公
表(

10
月)

●
原
案
公
表(

２
月
)

●
計
画
策
定(

３
月
)

原案検討
（11～1月）

素案、量の見込み・
確保方策の検討（～８月）

パブ
コメ

(10月)

５ スケジュール（予定）

令和４年度の
点検・評価

素案、量の見込み・確保方策の検討

8

総会 総会

パブコメ報告
原案検討

調査項目検討

部会
(6/16)

部会

★
結果公表
(３月)

調査
実施

(10月)
調査項目検討
(～６月)

●
調査票確定
(７月)

総会 総会

策定
報告

ニーズ調査
結果報告

部会

部会

令和５年度の
点検・評価

総会

総会

部会

総会
(7/31)



【未就学児調査】

全員
該当者
のみ

通し
番号

問№ 調査項⽬ 全員
該当者
のみ

通し
番号

問№
調査項⽬

※⾚字は、中期計画等を踏まえた施策につなげる追加項⽬

9 0 8 0

1 1 問１ 居住区 1 1 問１ 居住区

1 2 問２ ⼦どもの⽣年⽉ 1 2 問２ ⼦どもの⽣年⽉

1 3 問３ ⼦どもの⼈数、⼀番下の⼦の年齢 1 3 問３ ⼦どもの⼈数、⼀番下の⼦の年齢

1 4 問４ アンケートの回答者 1 4 問４ アンケートの回答者

1 5 問５ 配偶関係 1 5 問５ 配偶関係

1 6 問６ ⽗親・⺟親の年齢 1 6 問６ ⽗親・⺟親の年齢

1 7 問７ 世帯の年収 1 7 問７ 世帯の年収

1 8 問８ 平⽇、⼦どもと⼀緒に過ごす時間/１⽇ （削除） ②

1 9 問９ ⾚ちゃんの世話経験の有無 1 8 問８ ⾚ちゃんの世話経験の有無

2 8 2 6

1 10 問10 ⽗親の就労状況 1 9 問９ ⽗親の就労状況

1 11 問10−１ （就労中の⽗親）１週当たりの就労⽇数、就労時間 1 10 問９−１ （就労中の⽗親）１週当たりの就労⽇数、就労時間、家を出る時間、帰宅時間

1 12 問10−２ （就労中の⽗親）家を出る時間、帰宅時間 （問９−１に統合）

1 13 問10−３ （就労中の⽗親）⼟曜、⽇曜・祝⽇の勤務⽇数 （削除） ①

1 11 問９−２ （パート・アルバイト就労中の⽗親の）フルタイムへの転換希望

1 12 問９−３ （就労していない⽗親の）就労希望、希望する就労形態

1 14 問11 ⺟親の就労状況 1 13 問10 ⺟親の就労状況

1 15 問11−１ （就労中の⺟親）１週当たりの就労⽇数、就労時間 1 14 問10−１ （就労中の⺟親）１週当たりの就労⽇数、就労時間、家を出る時間、帰宅時間

1 16 問11−２ （就労中の⺟親）家を出る時間、帰宅時間 （問10−１に統合）

1 17 問11−３ （就労中の⺟親）⼟曜、⽇曜・祝⽇の勤務⽇数 （削除） ①

1 15 問10−２ （パート・アルバイト就労中の⺟親の）フルタイムへの転換希望

1 16 問10−３ （就労していない⺟親の）就労希望、希望する就労形態

※抜粋した調査票（⽔⾊セル）は【別紙２】を参照

スリム化の
観点

前回調査（H30年度実施） 今回調査 ※R5.6.13時点回答の対象回答の対象

１ お⼦さんとご家族の状況について １ お⼦さんとご家族の状況について

２ 保護者の就労状況について ２ 保護者の就労状況について

別紙１①設問の優先順位を踏まえた⾒直し
②他の調査・アンケートでの把握を検討
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全員
該当者
のみ

通し
番号

問№ 調査項⽬ 全員
該当者
のみ

通し
番号

問№
調査項⽬

※⾚字は、中期計画等を踏まえた施策につなげる追加項⽬

スリム化の
観点

前回調査（H30年度実施） 今回調査 ※R5.6.13時点回答の対象回答の対象

1 18 問12 （パート・アルバイト就労中の⽗親・⺟親の）フルタイムへの転換希望 （問９−２、問10−２へ移動）

1 19 問13 （就労していない⽗親・⺟親の）就労希望、希望する就労形態 （問９−３、問10−３へ移動）

1 2 1 2

1 20 問14 ⼦どもの発達に関して、医師の診断の有無 1 17 問11 ⼦どもの発達に関して、医師の診断の有無

1 21 問14−１ （診断を受けている場合）診断内容 1 18 問11−１ （診断を受けている場合）診断内容

1 22 問14−２ （診断を受けている場合）発達、障害についての相談機関 1 19 問11−２ （診断を受けている場合）発達、障害についての相談機関

6 7 3 4

1 23 問15 幼稚園や保育所などの「⽇中の定期的な教育・保育の事業」を利⽤状況 1 20 問12 幼稚園や保育所などの「⽇中の定期的な教育・保育の事業」を利⽤状況

1 24 問15−１ （利⽤している⼈の）定期的に利⽤している教育・保育の事業 1 21 問12−１ （利⽤している⼈の）定期的に利⽤している教育・保育の事業

1 25 問15−２ （利⽤している⼈の）教育・保育の事業の利⽤⽇数、利⽤時間【現状、希望】 1 22 問12−２ （利⽤している⼈の）教育・保育の事業の利⽤⽇数、利⽤時間【現状、希望】

1 23 問13 （利⽤している⼈に）教育・保育事業の利⽤を開始した時期

1 24 問14 教育・保育事業の利⽤を開始したい・したかった時期

1 25 問14−１
（利⽤開始時期の実際と希望に違いがある⼈に）利⽤開始の実際と希望が違っ
た理由

1 26 問15−３ （利⽤している⼈の）教育・保育事業の実施場所 （削除） ①

1 27 問15−４ （利⽤している⼈の）利⽤している理由 （削除） ①

1 28 問15−５ （利⽤している⼈の）教育・保育のサービスに満⾜度 （削除） ②

1 29 問15−６ （満⾜度がやや不満⾜・不満⾜の場合）不満⾜の理由 （削除） ①

1 30 問15−７ （利⽤していない⼈の）利⽤していない理由 （削除） ①

1 31 問16 平⽇の⽇中の教育・保育の事業として「定期的に」利⽤したいと考える事業 1 26 問15 平⽇の⽇中の教育・保育の事業として「定期的に」利⽤したいと考える事業

1 32 問16−１ 無償化の影響の有無 （削除） ①

1 33 問16−２ 平⽇の⽇中の教育・保育の事業を選択するにあたり、重視すること （削除） ①

1 34 問16−３ 幼稚園での２歳児⻑時間預かりの利⽤意向、利⽤したい理由 （問15に改編）

1 35 問17
休⽇・祝⽇に定期的に預ける必要⽇数／年間、休⽇保育の利⽤が必要な⽇数／
年間

（削除） ①

3 1 1 2

1 44 問19 ⼀時預かり事業等の認知度、利⽤状況、利⽤していない理由 （削除） ②

３ お⼦さんの障害、発達の状況について

４ お⼦さんの⽇中の定期的な教育・保育事業の利⽤について

６ お⼦さんの不定期の教育・保育事業、⼀時預かり等の利⽤について

３ お⼦さんの障害、発達の状況について

４ お⼦さんの⽇中の定期的な教育・保育事業の利⽤について

５ お⼦さんの不定期の教育・保育事業、⼀時預かり等の利⽤について
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全員
該当者
のみ

通し
番号

問№ 調査項⽬ 全員
該当者
のみ

通し
番号

問№
調査項⽬

※⾚字は、中期計画等を踏まえた施策につなげる追加項⽬

スリム化の
観点

前回調査（H30年度実施） 今回調査 ※R5.6.13時点回答の対象回答の対象

1 27 問16
（幼稚園・認定こども園を定期的に利⽤したい⼈に）幼稚園の⼀時預かりの利
⽤意向、⽇数

1 45 問20
不定期の就労、冠婚葬祭、親の通院、リフレッシュ等の⽬的で、お⼦さんを預
ける⽇数

1 28 問17
不定期の就労、冠婚葬祭、親の通院、リフレッシュ等の⽬的で、お⼦さんを預
ける⽇数

1 29 問18
（⼀時預かり事業を利⽤したい⼈に）⼀時預かり事業の利⽤を開始したい・し
たかった時期

1 46 問21
（横浜⼦育てサポートシステムを利⽤している⼈に）横浜⼦育てサポートシス
テムを利⽤した理由

（削除） ①

1 47 問21−１ 横浜⼦育てサポートシステムの、⼦どもの預かりを⾏う提供会員の状況 （削除） ①

0 8 2 4

1 36 問18
 （⽇中の定期的な教育・保育事業を利⽤している⼈に）この１年間に、病気や
ケガで通常の事業が利⽤できなかったことの有無

1 30 問19
 （⽇中の定期的な教育・保育事業を利⽤している⼈に）この１年間に、病気や
ケガで通常の事業が利⽤できなかったことの有無

1 37 問18−１ （事業が利⽤できなかった⼈の）１年間の対処⽅法と⽇数 1 31 問19−１
（定期的な教育・保育の事業が利⽤できなかった⼈の）１年間の対処⽅法と⽇
数

1 38 問18−２
（病児・病後児保育施設等を利⽤してない⼈に）できれば病児・病後児保育施
設等を利⽤したかった⽇数

1 32 問19−２
（病児・病後児保育施設等を利⽤してない⼈に）できれば病児・病後児保育施
設等を利⽤したかった⽇数

1 39 問18−３ （病児・病後児保育を利⽤したかった⼈に）利⽤しなかった理由 1 33 問19−３ （病児・病後児保育を利⽤したかった⼈に）利⽤しなかった理由

1 40 問18−４
（病児・病後児保育を利⽤したくない⼈に）病気やケガで⼦どもを預ける場合
の望ましい事業形態

（削除） ①

1 41 問18−５ （病児・病後児保育を利⽤した⼈に）多く利⽤した施設の実施場所 （削除） ①

1 42 問18−６ （保護者以外が対処した⼈に）保護者が看たいと思ったか （削除） ①

1 43 問18−７ （保護者が休んで看ることが考えられない⼈に）その理由は何か （削除） ①

1 34 問20 お⼦さんが病気やけがをした際の困り事

1 35 問21 お⼦さんの体調不良時の健康相談に関するオンラインサービスの意向

7 0 2 0

1 36 問22 「親⼦の居場所」の利⽤状況、利⽤⽇数、利⽤⽬的、利⽤希望⽇数

1 48 問22 「親⼦の居場所（各事業ごとの）」の認知、利⽤状況、利⽤⽇数 （問22に改編）

1 49 問22−１ 「親⼦の居場所（各事業ごとの）」の利⽤希望⽇数 （問22に改編）

1 50 問22−２  普段⼦どもと⼀緒に利⽤する場所、利⽤している理由 （削除） ①

1 51 問23 横浜⼦育てパートナーの認知度、相談の有無、相談回数 （削除） ①

1 52 問24 プレイパークの認知度、利⽤状況、今後の利⽤希望 1 37 問23 プレイパークの認知度、利⽤状況、今後の利⽤希望

1 53 問25
保育所・幼稚園・親⼦の居場所などの地域での⼦育て⽀援に関する情報の⼊⼿
先

（削除） ①

1 54 問26
⺟親教室（両親教室）や保健師・助産師の家庭訪問等の認知度、利⽤状況、今
後の利⽤希望

（削除） ①

５ お⼦さんの病気等の際の対応について ６ お⼦さんの病気等の際の対応について

７ 地域における⼦育て⽀援等について ７ 地域における⼦育て⽀援等について
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全員
該当者
のみ

通し
番号

問№ 調査項⽬ 全員
該当者
のみ

通し
番号

問№
調査項⽬

※⾚字は、中期計画等を踏まえた施策につなげる追加項⽬

スリム化の
観点

前回調査（H30年度実施） 今回調査 ※R5.6.13時点回答の対象回答の対象

0 2 0 1

1 55 問27 （⼦どもが３歳以上の⼈に）⼩学校低学年で放課後過ごさせたい場所、⽇数 1 38 問24 （⼦どもが３歳以上の⼈に）⼩学校で放課後過ごさせたい場所、⽇数

1 56 問28 （⼦どもが３歳以上の⼈に）⼩学校⾼学年で放課後過ごさせたい場所、⽇数 （問24に統合）

0 10 1 0

1 39 問25 児童発達⽀援の利⽤状況、今後の利⽤希望

1 57 問29 （児童発達⽀援を利⽤している⼈に）児童発達⽀援の利⽤⽇数、利⽤希望⽇数 （削除） ②

1 58 問30 （児童発達⽀援を利⽤している⼈に）児童発達⽀援の利⽤時間、利⽤希望時間 （削除） ②

1 59 問31 （児童発達⽀援を利⽤している⼈に）児童発達⽀援を利⽤している理由 （削除） ②

1 60 問32 （児童発達⽀援を利⽤している⼈に）児童発達⽀援を利⽤したお⼦さんの変化 （削除） ②

1 61 問33
（児童発達⽀援を利⽤している⼈に）児童発達⽀援を利⽤して保護者としての
効果

（削除） ②

1 62 問34
（児童発達⽀援を利⽤している⼈に）児童発達⽀援を利⽤して保護者から⾒た
満⾜度

（削除） ②

1 63 問35 （児童発達⽀援を利⽤している⼈に）児童発達⽀援に今後望むこと （削除） ②

1 64 問36
（児童発達⽀援を利⽤している⼈に）児童発達⽀援（地域療育センター含む）
以外に利⽤しているサービス

（削除） ②

1 65 問37
（児童発達⽀援を利⽤していないが、利⽤希望がある⼈に）児童発達⽀援を利
⽤していない理由

（削除） ②

1 66 問38
（児童発達⽀援を利⽤していないが、利⽤希望がある⼈に）児童発達⽀援の利
⽤希望⽇数、利⽤希望時間

（削除） ②

1 9 1 4

1 67 問39 ⽗・⺟それぞれの育児休業を取得状況 1 40 問26 ⽗・⺟それぞれの育児休業を取得状況

1 68 問39−１ （育児休業を取得していない⼈に）取得していない理由 （削除） ①

1 69 問39−２ （育児休業を取得した（育休中である）⺟に）育休取得後の職場復帰の状況 1 41 問26−１ （育休を取得した⽅の）育休取得後の職場復帰の状況

1 70 問39−３ （育児休業取得後、職場復帰した⺟に）職場復帰したタイミング （削除）

1 71 問39−４ （育児休業取得後、職場復帰した⺟に）育休からの復帰時期（実際と希望） 1 42 問26−２ （育休を取得した⽅の）育休からの復帰時期（実際と希望）

1 43 問26−３
（育休からの復帰時期の実際と希望に違いがある⼈に）育休からの復帰時期の
実際と希望が違った理由

1 72 問39−５
（育児休業取得後、職場復帰した⺟に）３歳まで育児休業を取得できる場合の
育休取得期間の希望

（削除） ①

1 73 問39−６
（現在も育児休業中の⺟に）１歳⼜は２歳に必ず預けることができる場合の育
休取得期間の希望

1 44 問26−４
（育休を取得した⽅の）１歳⼜は２歳に必ず預けることができる場合の育休取
得期間の希望

1 74 問39−７
（育休の復帰時期が実際と希望で異なる⼈に）希望の時期に職場復帰しなかっ
た理由

（削除） ①

９ 児童発達⽀援の利⽤について

８ ⼩学校就学後の放課後の過ごし⽅について ８ ⼩学校就学後の放課後の過ごし⽅について

10 育児休業や短時間勤務制度など職場の両⽴⽀援制度について

９ 児童発達⽀援の利⽤について

10 育児休業など職場の両⽴⽀援制度について
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全員
該当者
のみ

通し
番号

問№ 調査項⽬ 全員
該当者
のみ

通し
番号

問№
調査項⽬

※⾚字は、中期計画等を踏まえた施策につなげる追加項⽬

スリム化の
観点

前回調査（H30年度実施） 今回調査 ※R5.6.13時点回答の対象回答の対象

1 75 問40 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利⽤したか （削除） ①

1 76 問40−１ （短時間勤務制度を利⽤しなかった⼈に）短時間勤務を利⽤しなかった理由 （削除） ①

14 5 21 4

1 77 問41 妊婦健康診査の受診状況 （削除） ②

1 78 問41−１
（妊婦健診をあまり受診しなかった、⼀度も受診しなかった⼈に）受診しな
かった理由

（削除） ①

1 79 問42 妊娠中や出産後に重要なサポートとはどのようなものだと思うか （削除） ②

1 45 問27 お⼦さんと⼀緒に外出する時の不便にかじることや困ったこと

1 46 問28
（ベビーカーでの移動が負担と回答した⼈に）ベビーカーで外出する際に負担
に感じること

1 47 問29 横浜市に10年度も住んでいると思うか

1 48 問30 現在の暮らしの状況

1 49 問31 ⼦育てをしていて、地域社会から⾒守られている、⽀えられていると感じるか

1 80 問43 現在、お⼦さんの⼦育て（教育を含む）について、気軽に相談できる⼈ 1 50 問32 現在、お⼦さんの⼦育て（教育を含む）について、気軽に相談できる⼈

1 81 問44 現在、⼦育てに対する周囲からの⽀え（育児の⼿伝い）があるか 1 51 問33 現在、⼦育てに対する周囲からの⽀え（育児の⼿伝い）があるか

1 82 問45 現在、お⼦さんを預かってもらえる親族・知⼈の有無 1 52 問34 現在、お⼦さんを預かってもらえる親族・知⼈の有無

1 83 問45−１ （親族に預かってもらえる⼈に）祖⽗⺟等の親族に預かってもらっている状況 （削除） ①

1 84 問45−２ （友⼈に預かってもらえる⼈に）友⼈・知⼈に預かってもらっている状況 （削除） ①

1 85 問46
⽇常の⼦育てを楽しく安⼼して⾏うために必要なサポートで、重要だと思うも
の

1 53 問35
⽇常の⼦育てを楽しく安⼼して⾏うために必要なサポートで、重要だと思うも
の

1 86 問47
⼦育てについて、不安を感じたり⾃信が持てなくなることがあるか（妊娠中、
出産後、現在）

1 54 問36
⼦育てについて、不安を感じたり⾃信が持てなくなることがあるか（妊娠中、
出産後、現在）

1 87 問48 現在、⼦育てをしていて感じている困りごと 1 55 問37 現在、⼦育てをしていて感じている困りごと

1 88 問48−１ ⼦育てに関する困りごとについて、相談したことはあるか 1 56 問37−１ ⼦育てに関する困りごとについて、相談したことはあるか

1 89 問48−２ （相談したことがある⼈に）相談先 1 57 問37−２ （相談したことがある⼈に）相談先

1 90 問48−３ （相談したことがない⼈に）相談したことがない理由 1 58 問37−３ （相談したことがない⼈に）相談したことがない理由

1 91 問49 ⼦育てに関する困りごとに具体的に対応するために、相談しやすい相談先 1 59 問38 ⼦育てに関する困りごとに具体的に対応するために、相談しやすい相談先

1 60 問39 地域の⼦育て⽀援に関する情報の⼊⼿⼿段（第１⼦妊娠中と現在）

1 61 問40 ⼦育てをする上で、知りたい情報は何か。

11 妊娠・出産・⼦育て全般について 11 妊娠・出産・⼦育て全般について
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全員
該当者
のみ

通し
番号

問№ 調査項⽬ 全員
該当者
のみ

通し
番号

問№
調査項⽬

※⾚字は、中期計画等を踏まえた施策につなげる追加項⽬

スリム化の
観点

前回調査（H30年度実施） 今回調査 ※R5.6.13時点回答の対象回答の対象

1 62 問41 ⼦育て⽀援に関するオンライン上での⼿続きの利⽤有無

1 63 問42 （オンライン上での⼿続きをしたことない⼈に）利⽤したことが無い理由

1 64 問43 ⼦育て⽀援の電⼦化に関連して期待すること

1 92 問50 現在、⼦育てをしていて、楽しさと⼤変さのどちらを感じることが多いか 1 65 問44 現在、⼦育てをしていて、楽しさと⼤変さのどちらを感じることが多いか

1 93 問51 ⼦どもを育てている現在の⽣活の満⾜度 1 66 問45 ⼦どもを育てている現在の⽣活の満⾜度

1 94 問52 これまでで、⼦育てをしてよかったこと、うれしかったこと 1 67 問46 これまでで、⼦育てをしてよかったこと、うれしかったこと

1 68 問47 ⼦育て⽀援の充実に向けて望むこと

1 95 問53 ⾃由記述 1 69 問48 ⾃由記述

43 52 42 27

95 69

6



【⼩学⽣調査】

全員
該当者
のみ

通し
番号

問№ 調査項⽬ 全員
該当者
のみ

通し
番号

問№
調査項⽬

※⾚字は、中期計画等を踏まえた施策につなげる追加項⽬

8 0 7 0

1 1 問１ 居住区 1 1 問１ 居住区

1 2 問２ 学校名 （削除） ①

1 3 問３ ⼦どもの学年 1 2 問２ ⼦どもの学年

1 4 問４ ⼦どもの⼈数、⼀番下の⼦の年齢 1 3 問３ ⼦どもの⼈数、年齢区分ごとの⼈数

1 5 問５ アンケートの回答者 1 4 問４ アンケートの回答者

1 6 問６ 配偶関係 1 5 問５ 配偶関係

1 8 問８ 世帯の年収 1 6 問６ 世帯の年収

1 7 問７ ⽗親・⺟親の年齢 1 7 問７ ⽗親・⺟親の年齢

2 8 2 2

1 9 問９ ⽗親の就労状況 1 8 問８ ⽗親の就労状況

1 10 問９−１ （就労中の⽗親）１週当たりの就労⽇数、就労時間、家を出る時間、帰宅時間 1 9 問８−１ （就労中の⽗親）１週当たりの就労⽇数、就労時間、家を出る時間、帰宅時間

1 11 問９−２ （就労中の⽗親）⼟曜、⽇曜・祝⽇の勤務⽇数 （削除） ①

1 12 問９−３ （以前就労していて、現在は就労していない⽗親）仕事を辞めた時期 （削除） ①

1 13 問９−４
（就労していない⽗親）就労希望または就労⾒込み、就労開始後の⼦どもが放
課後過ごす場所

（削除） ①

1 14 問10 ⺟親の就労状況 1 10 問９ ⺟親の就労状況

1 15 問10−１ （就労中の⺟親）１週当たりの就労⽇数、就労時間、家を出る時間、帰宅時間 1 11 問９−１ （就労中の⺟親）１週当たりの就労⽇数、就労時間、家を出る時間、帰宅時間

1 16 問10−２ （就労中の⺟親）⼟曜、⽇曜・祝⽇の勤務⽇数 （削除） ①

1 17 問10−３ （以前就労していて、現在は就労していない⺟親）仕事を辞められた時期 （削除） ①

1 18 問10−４
（就労していない⺟親）就労希望または就労⾒込み、就労開始後の⼦どもが放
課後過ごす場所

（削除） ①

1 2 1 2

1 19 問11 ⼦どもの発達に関して、何らかの医師の診断の有無 1 12 問10 ⼦どもの発達に関して、何らかの医師の診断の有無

1 20 問11−１ （診断を受けている場合）診断内容 1 13 問10−１ （診断を受けている場合）診断内容

※抜粋した調査票（⽔⾊セル）は【別紙３】を参照

スリム化の
観点

１ お⼦さんとご家族の状況について

２ 保護者の就労状況について

３ お⼦さんの障害、発達の状況について

１ お⼦さんとご家族の状況について

２ 保護者の就労状況について

３ お⼦さんの障害、発達の状況について

前回調査（H30年度実施） 今回調査 ※R5.6.16時点回答の対象 回答の対象

①設問の優先順位を踏まえた⾒直し
②他の調査・アンケートでの把握を検討

7



全員
該当者
のみ

通し
番号

問№ 調査項⽬ 全員
該当者
のみ

通し
番号

問№
調査項⽬

※⾚字は、中期計画等を踏まえた施策につなげる追加項⽬

スリム化の
観点

前回調査（H30年度実施） 今回調査 ※R5.6.16時点回答の対象 回答の対象

1 21 問11−２ （診断を受けている場合）発達、障害についての相談機関 1 14 問10−２ （診断を受けている場合）発達、障害についての相談機関

11 14 10 11

1 22 問12 通常期（学校の⻑期休業中を除く）の放課後等の時間の過ごし⽅ 1 15 問11 通常期（学校の⻑期休業中を除く）の放課後等の時間の過ごし⽅

1 23 問13 学校の⻑期休業中（夏休み、冬休み等）の放課後等の時間の過ごし⽅ 1 16 問12 学校の⻑期休業中（夏休み、冬休み等）の放課後等の時間の過ごし⽅

1 24 問14 「放課後キッズクラブ」の利⽤状況、今後の利⽤希望 1 17 問13 「放課後キッズクラブ」の利⽤状況、利⽤している・していない理由

1 18 問13−１ （利⽤していない⼈に）今後の利⽤希望

1 25 問14−１
（利⽤している⼈に）利⽤時間、利⽤希望時間（通常期、学校の⻑期休業中、
⼟曜）

1 19 問13−２ （利⽤している⼈に）現在の利⽤時間（通常期、学校の⻑期休業中、⼟曜）

1 20 問13−３ （利⽤している⼈に）現在の利⽤時間が希望通りであるか否か

1 21 問13−４
（利⽤時間が希望通りでない⼈に）希望の利⽤時間（通常期、学校の⻑期休業
中、⼟曜）

1 26 問14−２
（利⽤している⼈のうち、17時以降は利⽤していない⼈に）利⽤していない理
由

（削除） ①

1 27 問15
放課後キッズクラブの17時以降の利⽤料の⾦額をどのように感じるか（⽉額、
スポット料）

（削除） ①

1 28 問16
（利⽤している⼈に）「放課後キッズクラブ」の活動内容の満⾜度、今後望む
こと

1 22 問14 「放課後キッズクラブ」に今後望むこと

1 29 問17 「放課後児童クラブ」の利⽤状況、今後の利⽤希望 1 23 問15 「放課後児童クラブ」の利⽤状況、利⽤している・していない理由

1 24 問15−１ （利⽤していない⼈に）今後の利⽤希望

1 30 問17−１
（利⽤している⼈に）利⽤時間、利⽤希望時間（通常期、学校の⻑期休業中、
⼟曜）

1 25 問15−２
（利⽤している⼈に）利⽤時間、利⽤希望時間（通常期、学校の⻑期休業中、
⼟曜）

1 26 問15−３ （利⽤している⼈に）現在の利⽤時間が希望通りであるか否か

1 27 問15−４
（利⽤時間が希望通りでない⼈に）希望の利⽤時間（通常期、学校の⻑期休業
中、⼟曜）

1 31 問18 （利⽤している⼈に）現在利⽤している「放課後児童クラブ」の利⽤料 （削除） ①

1 32 問19
（利⽤している⼈に）現在利⽤している「放課後児童クラブ」の利⽤料をどの
ように感じるか

（削除） ②

1 33 問20
（利⽤している⼈に）「放課後児童クラブ」の活動内容の満⾜度、今後望むこ
と

1 28 問16 「放課後児童クラブ」に今後望むこと

1 34 問21 「⺠間企業等が運営する学童保育事業所」の利⽤状況 1 29 問17 「⺠間企業等が運営する学童保育事業所」の利⽤状況

1 35 問21−１ （利⽤している⼈に）利⽤時間（通常期、学校の⻑期休業中、⼟曜） 1 30 問17−１ （利⽤している⼈に）利⽤時間（通常期、学校の⻑期休業中、⼟曜）

1 36 問21−２ （利⽤している⼈に）現在利⽤している「その他事業所」の利⽤料 （削除） ①

1 37 問22−１ 「放課後等デイサービス」の利⽤状況、今後の利⽤希望 1 31 問18 「放課後等デイサービス」の利⽤状況、今後の利⽤希望

1 32 問18−１ （利⽤していない⼈に）今後の利⽤希望

1 38 問22−２
（利⽤している⼈に）「放課後等デイサービス」利⽤時間、利⽤希望時間（通
常期、学校の⻑期休業中、⼟曜・⽇曜・祝⽇）

（削除） ②

４ お⼦さんの放課後の過ごし⽅について４ お⼦さんの放課後の過ごし⽅について
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全員
該当者
のみ

通し
番号

問№ 調査項⽬ 全員
該当者
のみ

通し
番号

問№
調査項⽬

※⾚字は、中期計画等を踏まえた施策につなげる追加項⽬

スリム化の
観点

前回調査（H30年度実施） 今回調査 ※R5.6.16時点回答の対象 回答の対象

1 39 問23 （利⽤している⼈に）「放課後等デイサービス」の利⽤⽇数、利⽤希望⽇数 （削除） ②

1 40 問23−１ （利⽤している⼈に） 「放課後等デイサービス」の満⾜度、今後望むこと （削除） ②

1 41 問24 「放課後等デイサービス」を利⽤して、お⼦さんは変わったか （削除） ②

1 42 問25 「放課後等デイサービス」以外に利⽤しているサービス （削除） ②

1 43 問26 「横浜⼦育てサポートシステム」の認知度、利⽤状況 （削除） ②

1 44 問26−１ 「横浜⼦育てサポートシステム」を今後利⽤したいと思うか、利⽤したい⽇数 1 33 問19 「横浜⼦育てサポートシステム」を今後の利⽤希望と利⽤したい⽇数

1 45 問26−２ 横浜⼦育てサポートシステムの、⼦どもの預かりを⾏う提供会員の状況 （削除） ①

1 46 問27 プレイパークの認知度、利⽤状況、今後の利⽤希望 1 34 問20 プレイパークの認知度、利⽤状況、今後の利⽤希望

1 35 問20−１ （利⽤していない⼈に）今後の利⽤希望

1 7 3 3

1 47 問28 この１年間に、病気やケガで登校できなかったことがあったか 1 36 問21 この１年間に、病気やケガで登校できなかったことがあったか

1 48 問28−１ （登校できなかった場合の）１年間の対処⽅法と⽇数 1 37 問21−１ （登校できなかった場合の）１年間の対処⽅法と⽇数

1 49 問28−２
（病児・病後児保育施設等を利⽤してない⼈に）できれば病児・病後児保育施
設等を利⽤したかった⽇数

1 38 問21−２
（病児・病後児保育施設等を利⽤してない⼈に）できれば病児・病後児保育施
設等を利⽤したかった⽇数

1 50 問28−３ （病児・病後児保育を利⽤したかった⼈に）利⽤しなかった理由 1 39 問21−３ （病児・病後児保育を利⽤したかった⼈に）利⽤しなかった理由

1 40 問22 お⼦さんが病気やけがをした際の困り事

1 41 問23 お⼦さんの体調不良時の健康相談に関するオンラインサービスの意向

1 51 問28−４
（病児・病後児保育を利⽤したくない⼈に）病気やケガで⼦どもを預ける場合
の望ましい事業形態

（削除） ①

1 52 問28−５ （病児・病後児保育を利⽤した⼈に）多く利⽤した施設の実施場所 （削除） ①

1 53 問28−６ （保護者以外が対処した⼈に）保護者が看たいと思ったか （削除） ①

1 54 問28−７ （保護者が休んで看ることが考えられない⼈に）その理由は何か （削除） ①

13 2 16 3

1 55 問29 ⼩学校⼊学前に、主に利⽤していた教育・保育事業 （削除） ①

1 56 問30
⼦どもが思春期を迎えるとき、⼦どもとコミュニケーションをうまくできるか
不安を感じているか

（削除） ①

1 57 問31
⼦どもが社会⼈として⾃⽴するため、中・⾼校⽣世代のうちに特に⾝につけて
ほしいと思うもの

（削除） ①

1 58 問32 中・⾼校⽣世代に過ごしてほしい放課後（平⽇の学校終了後や休⽇）の場所 （削除） ①

1 59 問33 中・⾼校⽣世代のうちに学校や家庭以外の場でしてほしい体験 （削除） ①

６ ⼦育て全般について

５ お⼦さんの病気等の際の対応について

６ ⼦育て全般について

５ お⼦さんの病気等の際の対応について
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全員
該当者
のみ

通し
番号

問№ 調査項⽬ 全員
該当者
のみ

通し
番号

問№
調査項⽬

※⾚字は、中期計画等を踏まえた施策につなげる追加項⽬

スリム化の
観点

前回調査（H30年度実施） 今回調査 ※R5.6.16時点回答の対象 回答の対象

1 42 問24 中⾼⽣世代が利⽤する場所を整備する際に、よく利⽤されるための機能

1 43 問25 お⼦さんの過去１年間の学校以外での体験の状況

1 44 問26 横浜市に10年度も住んでいると思うか

1 45 問27 現在の暮らしの状況

1 60 問34 ⼦育てをしていて、地域社会から⾒守られている、⽀えられていると感じるか 1 46 問28 ⼦育てをしていて、地域社会から⾒守られている、⽀えられていると感じるか

1 61 問35 普段、近所の⼈とのつきあい⽅ （削除） ①

1 62 問36 現在、お⼦さんの⼦育て（教育を含む）について、気軽に相談できる⼈ 1 47 問29 現在、お⼦さんの⼦育て（教育を含む）について、気軽に相談できる⼈

1 63 問37 現在、⼦育てをしていて感じている困りごと 1 48 問30 現在、⼦育てをしていて感じている困りごと

1 64 問37−１ ⼦育てに関する困りごとについて、相談したことの有無 1 49 問30−１ ⼦育てに関する困りごとについて、相談したことの有無

1 65 問37−２ （相談したことがある⼈に）相談先 1 50 問30−２ （相談したことがある⼈に）相談先

1 66 問37−３ （相談したことがない⼈に）相談したことがない理由 1 51 問30−３ （相談したことがない⼈に）相談したことがない理由

1 67 問38 ⼦育てに関する困りごとに具体的に対応するために、相談しやすい相談先 1 52 問31 ⼦育てに関する困りごとに具体的に対応するために、相談しやすい相談先

1 53 問32 地域の⼦育て⽀援に関する情報の⼊⼿⼿段

1 54 問33 ⼦育てをする上で、知りたい情報は何か。

1 55 問34 ⼦育て⽀援に関するオンライン上での⼿続きの利⽤有無

1 56 問35 （オンライン上での⼿続きをしたことない⼈に）利⽤したことが無い理由

1 57 問36 ⼦育て⽀援の電⼦化に関連して期待すること

1 68 問39 あなたは、⼦どもを育てている現在の⽣活に満⾜しているか 1 58 問37 ⼦どもを育てている現在の⽣活の満⾜度

1 59 問38 ⼦育て⽀援の充実に向けて望むこと

1 69 問40 ⾃由記述 1 60 問39 ⾃由記述

0 7

1 61 問40 興味や関⼼事

1 62 問41 家や学校以外の居⼼地が良いと感じる場所

1 63 問42 横浜市がどのようなまちになってもらいたいか

1 64 問43 学校の授業以外で、新しいことを知ったり学んだりする機会

1 65 問44 「未来の理想の⾃分」のイメージに合う⾔葉

７ お⼦さんご本⼈への質問

10



全員
該当者
のみ

通し
番号

問№ 調査項⽬ 全員
該当者
のみ

通し
番号

問№
調査項⽬

※⾚字は、中期計画等を踏まえた施策につなげる追加項⽬

スリム化の
観点

前回調査（H30年度実施） 今回調査 ※R5.6.16時点回答の対象 回答の対象

1 66 問45
【調整中】あなたの好きな○○
※計画の冊⼦やチラシ等の作成に活⽤を想定

1 67 問46 ⾃由記述（⼤⼈に伝えたいこと）

36 33 39 28

69 67
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横浜市⼦ども・⼦育て⽀援事業計画の策定に向けた 
利⽤ニーズ把握のための調査 ＜未就学児調査＞ 

 
【調査票】 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
調査票にご記⼊いただきましたら、お⼿数ですが、 

令和 年 ⽉ ⽇（ ）までに 
同封の返信⽤封筒をご利⽤の上、切⼿は貼らずにご投函ください。 

◆本アンケート調査について 
・本アンケート調査は、横浜市が次期「横浜市⼦ども・⼦育て⽀援事業計画」（計画期間：令和

７度〜11 年度）の策定に向けて実施するものです。 
・皆さまからいただくご回答は、本市が今後の⼦ども・⼦育て⽀援施策を検討、推進するうえ

で⼤変重要なものです。ご多忙中とは存じますが、是⾮ご協⼒いただきますようお願い申し
上げます。 

・ご回答いただいた内容は、本アンケート調査の⽬的以外に使⽤することは⼀切ございません。
また、その内容によって個⼈を特定することもございません。 
 

◆ご回答にあたってのお願い 
・ご回答は、この調査票の封筒のあて名のお⼦さんの保護者の⽅にお願い申し上げます。 
・回答時間は○〜○分程度です。 
・本アンケート調査は、この調査票に直接記⼊する以外に、Web 上で回答する

ことができます。Web 上での回答を希望する場合は、右の⼆次元バーコード
を読み取って回答画⾯にお進みください。 
※紙の調査票か Web のどちらか⼀⽅でのみご回答ください。 

・この調査票に直接ご回答いただく場合は、⿊または⻘のボールペン、万年筆、 
濃い鉛筆等をご使⽤ください。 

 
◆お問合せ先 
・アンケート調査に関わるご不明な点やお問合せは、下記までご連絡ください。 

＜横浜市コールセンター（８時〜21 時、年中無休）＞ 
 電話：●●●-●●●-●●●●、ファックス：●●●-●●●-●●●● 

※問合せ内容によっては、担当部署の横浜市こども⻘少年局企画調整課へ転送もしくは 
おかけ直しをお願いすることがあります。 

＜担当部署＞ 
横浜市こども⻘少年局企画調整課 ⽣野・野⼝ 

  電話：●●●-●●●-●●●●  E-Mail：kd-kikaku@city.yokohama.jp 

暫定版（Ｒ５年６月 13 日時点） 

※一部抜粋 
【別紙２】 



 

 

⽬ 次（調査内容） 
 
 
                                                                            ⾴ 

 
１ あて名のお⼦さんとご家族の状況について ······························································ １ 
 
２ 保護者の就労状況について ······················································································· ２ 
 
３ お⼦さんの障害、発達の状況について ····································································· ４ 
 
４ お⼦さんの⽇中の定期的な教育・保育事業の利⽤について ····································· ５ 
 
５ お⼦さんの不定期の教育・保育事業、⼀時預かり等の利⽤について ······················· ９ 
 
６ あて名のお⼦さんの病気等の際の対応について ······················································ 10 
 
７ 地域における⼦育て⽀援等について ········································································ 12 
 
８ ⼩学校就学後の放課後の過ごし⽅について ····························································· 14 
 
９ 児童発達⽀援の利⽤について ·················································································· 16 
 
10 育児休業など職場の両⽴⽀援制度について ···························································· 17 
 
11 妊娠・出産・⼦育て全般について ··········································································· 19 



 

1 
 

１ あて名のお⼦さんとご家族の状況について  
問１ お住いの区はどこですか。（あてはまる番号１つに○） 

１．⻘葉区 ２．旭区 ３．泉区 ４．磯⼦区 ５．神奈川区 

６．⾦沢区 ７．港南区 ８．港北区 ９．栄区 10．瀬⾕区 

11．都筑区 12．鶴⾒区 13．⼾塚区 14．中区 15．⻄区 

16．保⼟ケ⾕区 17．緑区 18．南区   

 
問２ あて名のお⼦さんの⽣年⽉を伺います。 

⻄暦２０□□年 □□⽉⽣まれ 

 
問３ あて名のお⼦さんを含めたお⼦さん⼈数は何⼈ですか。 

また、⼀番下の⼦の年齢（令和５年４⽉１⽇時点）は何歳ですか。 

お⼦さんの⼈数 □⼈ ⼀番下の⼦の年齢 □歳 

 
問４ アンケートにお答えいただく⽅を伺います。（あてはまる番号１つに○） 

※あて名のお⼦さんからみた関係を回答してください。 

１．⽗親 ２．⺟親 ３．その他（               ） 

 
問５ アンケートにお答えいただく⽅の配偶関係を伺います。（あてはまる番号１つに○） 

１．配偶者がいる ２．未婚 ３．死別 ４．離婚 

 
問６ あて名のお⼦さんの⽗親、⺟親の年齢（令和５年４⽉１⽇時点）を伺います。 
   ※ひとり親家庭の場合は、養育している親の年齢のみ回答してください。 

【⽗親】□□歳 【⺟親】□□歳 

 
問７ 令和４年１年間の世帯全体の年間収⼊（税・社会保険料等控除前）を伺います。（あてはまる番号１つに○） 

※ここでは、あなた以外の世帯員の収⼊も合計した⾦額を選択してください。  
１．200 万円未満  ２．200〜299 万円 ３．300〜399 万円 ４．400〜499 万円 

５．500〜599 万円 ６．600〜699 万円 ７．700〜799 万円 ８．800〜899 万円 

９．900〜999 万円 10．1,000〜1,249 万円 11．1,250〜1,499 万円 12．1,500〜1,999 万円 

13．2,000 万円以上    

 
問８ はじめてのお⼦さんが⽣まれる前に、⾚ちゃんのお世話をしたことがありますか。 

１．ある ２．ない 
  



 

2 
 

２ 保護者の就労状況について  
問９ ⽗親の就労状況（⾃営業及びその家族従事者を含む）を伺います。（あてはまる番号１つに○） 
   【⺟⼦家庭の場合は、回答不要です。問 10 にお進みください。】 

１．フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない 

２．フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 
 
問９−１ 問９で「１〜４」に○をつけた⽅に伺います。 

１週当たりの就労⽇数、１⽇当たりの就労時間（残業時間を含む）、家を出る時間、帰宅時間を 
お答えください。 

     ※就労⽇数や就労時間が⼀定でない場合は、もっとも多いパターンをお答えください。 
     ※育休・介護休業中の⽅は、休業に⼊る前の状況をお答えください。 
     ※⾃宅で就労している場合は、仕事を開始する時間、仕事を終了する時間をお答えください。 

１週当たりの就労⽇数 □⽇ １⽇当たりの就労時間 □□時間□□分 

家を出る時間 □□時□□分 帰宅時間 □□時□□分 
【必ず 24 時間制でご記⼊ください。（例：午後６時半の場合は 18 時 30 分）】 

 
問９−２ 問９で「３・４」に○をつけた⽅に伺います。 

フルタイムへの転換希望はありますか。（あてはまる番号１つに○） 
１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる⾒込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる⾒込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて⼦育てや家事に専念したい 
 
問９−３ 問９で「５・６」に○をつけた⽅に伺います。 

就労したいという希望はありますか。（あてはまる番号に○。□には数字を記⼊。） 
１．⼦育てや家事に専念したい（就労の希望はない） 

２．１年より先、⼀番下の⼦どもが□□歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

「３に〇をつけた⽅」は希望する就労形態をお答えください。 

１．フルタイム（１週５⽇程度、１⽇８時間程度の就労） 
２．パートタイム、アルバイト等 

→１週当たり□⽇、１⽇当たり□□時間   



 

3 
 

問 10 ⺟親の就労状況（⾃営業及びその家族従事者を含む）を伺います。（あてはまる番号１つに○） 
   【⽗⼦家庭の場合は、回答不要です。問 11 にお進みください。】 

１．フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない 

２．フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 
 
問 10−１ 問 10 で「１〜４」に○をつけた⽅に伺います。 

１週当たりの就労⽇数、１⽇当たりの就労時間（残業時間を含む）、家を出る時間、帰宅時間を 
お答えください。 

     ※就労⽇数や就労時間が⼀定でない場合は、もっとも多いパターンをお答えください。 
     ※育休・介護休業中の⽅は、休業に⼊る前の状況をお答えください。 
     ※⾃宅で就労している場合は、仕事を開始する時間、仕事を終了する時間をお答えください。 

１週当たりの就労⽇数 □⽇ １⽇当たりの就労時間 □□時間□□分 

家を出る時間 □□時□□分 帰宅時間 □□時□□分 
【必ず 24 時間制でご記⼊ください。（例：午後６時半の場合は 18 時 30 分）】 

 
問 10−２ 問 10 で「３・４」に○をつけた⽅に伺います。 

フルタイムへの転換希望はありますか。（あてはまる番号１つに○） 
１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる⾒込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる⾒込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて⼦育てや家事に専念したい 
 
問 10−３ 問 10 で「５・６」に○をつけた⽅に伺います。 

就労したいという希望はありますか。（あてはまる番号に○。□には数字を記⼊。） 
１．⼦育てや家事に専念したい（就労の希望はない） 

２．１年より先、⼀番下の⼦どもが□□歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

「３に〇をつけた⽅」は希望する就労形態をお答えください。 

１．フルタイム（１週５⽇程度、１⽇８時間程度の就労） 
２．パートタイム、アルバイト等 

→１週当たり□⽇、１⽇当たり□□時間 
  



 

4 
 

３ あて名のお⼦さんの障害、発達の状況について 
 
問 11 これまで⼦どもの発達に関して、何らかの医師の診断を受けたことはありますか。 

（あてはまる番号１つに○） 

１．ある 

２．ない ➡問 12 にお進みください。 

 
問 11−１ 問 11 で「１」に〇をつけた⽅に伺います。 

それはどんな診断ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．⾝体障害 ２．知的障害 ３．発達障害 

４．医療的ケア ５．その他  

⾝ 体 障 害…視覚障害、 聴覚障害・平衡機能障害、 ⾳声・⾔語障害（咀嚼障害を含む）、肢体 
不⾃由、⼼臓・腎臓等の内部障害の 5 種類に関する診断が該当します。 
（診断の結果、⾝体障害者⼿帳を所有している⽅が該当します。） 

知 的 障 害…知的機能の障害が発達期（おおむね 18 歳まで）にあらわれ、⽇常⽣活に⽀障が 
⽣じているため、何らかの特別の援助を必要とする状態にある診断が該当します。 
（診断の結果、愛の⼿帳（療育⼿帳）を所有している⽅が該当します。） 

発 達 障 害…⾃閉症スペクトラム症（⾃閉症、アスペルガー症候群、その他の広汎性発達障害）、 
限局性学習症（学習障害）、注意⽋陥・多動症（注意⽋陥多動性障害）等の診断が 
該当します。 

医療的ケア…⼈⼯呼吸器による呼吸管理、喀痰(かくたん)吸引その他の医療⾏為をいい、⽇常 
⽣活及び社会⽣活を営むために恒常的に医療的ケアを受けることが不可⽋である
児童が該当します。 

そ の 他…「障害者の⽇常⽣活及び社会⽣活を総合的に⽀援するための法律（障害者総合⽀援 
法）」に定める難病等の診断が該当します。 

 
問 11−２ 問 11 で「１」に〇をつけた⽅に伺います。 

お⼦さんの発達、障害について相談している地域の相談機関はどちらですか。（あてはまる番号す
べてに○） 

１．区福祉保健センター ２．児童相談所 ３．地域療育センター 

４．地域活動ホーム ５．かかりつけの医師 ６．児童発達⽀援 

７．障害児相談⽀援事業所 ８．その他（                  ） 
      (例)地域⼦育て⽀援拠点、地域訓練会等 
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７ 地域における⼦育て⽀援等について  
問 23 「プレイパーク」についてお答えください。 
    ※「プレイパーク」は、市内の公園等で地域の⽅々が運営している、「⾃分の責任で⾃由に遊ぶ」を

モットーに、禁⽌事項を極⼒なくした、野外の遊び場です。乳幼児やその保護者、⼩学⽣等と地
域の⼈との交流の場としても活⽤されています。 

 
プレイパークを知っていますか。（あてはまる番号１つに○） 
１．知っている  ２．知らない ➡問 24 にお進みください 

 
        「１」に〇をつけた⽅ 

利⽤したことはありますか。（あてはまる番号１つに○） 
１．利⽤したことがある ２．利⽤したことがない 

 
「１」に〇をつけた⽅             「２」に〇をつけた⽅ 

利⽤した理由をお聞かせください。 
（あてはまる番号すべてに○） 

 利⽤したことがない理由は何ですか。 
（あてはまる番号すべてに○） 

１．普段体験できない遊びが体験できる  １．どこでやっているかわからない 
２．家から近い  ２．開催⽇がわからない 
３．屋外のため思いっきり遊ぶことができる  ３．家から遠い 

４．⼦どもが運営スタッフと遊んだり 
話したりできる 

 ４．プレイパーク以外の事業を利⽤している 
 ５．特に利⽤する必要性を感じない 

５．親が他の利⽤者や運営スタッフと話や 
相談ができる 

 ６．その他（             ） 
 今後、利⽤したいと思いますか。 

（あてはまる番号１つに○） ６．地域の中でつながりができる  

７．その他（             ）  １．思う ２．思わない 
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８ あて名のお⼦さんが３歳以上の⽅に、⼩学校就学後の放課後の過ごし⽅ 
について 

 
問 24 あて名のお⼦さんが⼩学⽣になったときの、放課後（平⽇の⼩学校終了後（夏休み等⻑期休業含む））

の過ごし⽅についてお答えください。 
また、「４．放課後キッズクラブ」に○をつけた場合は、16 時以降の利⽤希望をお答えください。 
※４〜７の各事業の内容は次ページ参照。 

放課後の過ごし⽅ 
（あてはまる番号すべてに○） ⽇数   

１．⾃宅 週□⽇ 
  

２．祖⽗⺟宅や友⼈・知⼈宅 週□⽇ 
  

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、 
学習塾など） 週□⽇ 

  

４．放課後キッズクラブ（⼩学校施設を 
使った放課後事業） 週□⽇ 

 16 時以降の利⽤希望の有無 
（あてはまる番号に１つ○） 
※16 時以降も利⽤するためには、 

お⼦さんが帰宅する時間帯に 
保護者が就労等でいないこと、 
利⽤料を⽀払うことが必要です。 

５．放課後児童クラブ 週□⽇ 
 

６．⺠間企業等が運営する学童保育事業所 週□⽇ 
 

７．放課後等デイサービス 週□⽇ 
 

１．希望する 

８．その他 週□⽇ 
 

２．希望しない 

９．現時点ではわからない   

 
  



 

7 
 

前ページ選択肢４〜７の各事業の詳細 
放課後キッズクラブ 
（⼩学校施設を 

使った放課後事業） 

【特⾊】 
⼩学校施設を活⽤して、全ての⼦どもたちを対象にした「遊びの場」と、就労等で昼間
保護者がいない留守家庭児童を対象にした「⽣活の場」を⼀体的に提供する事業です。 

【対象児童】 
原則として、当該実施校に通学する 1〜6 年⽣で、利⽤を希望する児童 

【開所時間】 
区分名 対象者 平⽇ ⼟曜⽇ 学校休業⽇ 
区分１ すべての児童 放課後から 

午後４時まで 
なし 原則１⽇のうち 

２時間 
区分２A 留守家庭児童 放課後から 

午後５時まで 
午前8時30分から
午後５時まで 

午前 8 時から 
午後５時まで 

区分２B 留守家庭児童 放課後から 
午後７時まで 

午前8時30分から
午後７時まで 

午前 8 時から 
午後７時まで 

【利⽤料】 
傷害保険加⼊料(800 円以下/年）に加え、下記の通り。 
区分１：無料 
区分２A：⽉額 2,000 円（7・8 ⽉は⽉額 2,500 円）＋おやつ代実費 
区分２B：⽉額 5,000 円（7・8 ⽉は⽉額 5,500 円）＋おやつ代実費 

放課後児童クラブ 【特⾊】 
就労等で昼間保護者がいない⼦どもたちを対象に、保護者や地域の NPO 法⼈などが安
全で豊かな放課後の居場所を提供する事業です。 

【対象児童】 
留守家庭児童等 

【開所時間】 
平⽇：放課後〜午後７時 
（クラブによっては午後７時以降も開所しています。） 
⼟曜・⻑期休業⽇：午前９時〜午後７時 
（クラブによっては午前９時以前及び午後７時以降も開所しています。） 

※利⽤料 ⽉額平均 17,000 円（おやつ代は別途） 
⺠間企業等が運営す
る学童保育事業所 

【特⾊】 
⼀般的に、預かり時間の⻑さや多彩な活動プログラムの実施などを特徴とする、⺠間
企業等が運営する事業所です。（利⽤にあたって保護者の就労状況等を問わない事業所
もあります。） 

※開所時間や利⽤料は施設によって異なります。（横浜市からの補助は受けていません。） 
放課後等 
デイサービス 

【特⾊】 
学齢児の障害のある児童が、⽇常⽣活のための訓練や放課後や⻑期休暇を過ごす事業
です。  



 

 
 

横浜市⼦ども・⼦育て⽀援事業計画の策定に向けた 
利⽤ニーズ把握のための調査 ＜⼩学⽣調査＞ 

 
【調査票】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査票にご記⼊いただきましたら、お⼿数ですが、 
令和 年 ⽉ ⽇（ ）までに 

同封の返信⽤封筒をご利⽤の上、切⼿は貼らずにご投函ください。 

◆本アンケート調査について 
・本アンケート調査は、横浜市が次期「横浜市⼦ども・⼦育て⽀援事業計画」（計画期間：令和

７年〜11 年度）の策定に向けて実施するものです。 
・皆さまからいただくご回答は、本市が今後の⼦ども・⼦育て⽀援施策を検討、推進するうえ

で⼤変重要なものです。ご多忙中とは存じますが、是⾮ご協⼒いただきますようお願い申し
上げます。 

・ご回答いただいた内容は、本アンケート調査の⽬的以外に使⽤することは⼀切ございません。 
また、その内容によって個⼈を特定することもございません。 

 
◆ご回答にあたってのお願い 
・この調査は、保護者の⽅と、あて名のお⼦さん本⼈に回答いただく設問に分かれています。 
・回答時間は保護者⽤が〇〜○分程度、⼦ども⽤が〇〜○分程度です。 
・本アンケート調査は、この調査票に直接記⼊する以外に、Web 上で回答する

ことができます。Web 上での回答を希望する場合は、右の⼆次元バーコード
を読み取って回答画⾯にお進みください。 
※紙の調査票か Web のどちらか⼀⽅でのみご回答ください。 

・この調査票に直接ご回答いただく場合は、⿊または⻘のボールペン、万年筆、
濃い鉛筆等をご使⽤ください。 

 
◆お問合せ先 
・アンケート調査に関わるご不明な点やお問合せは、下記までご連絡ください。 

＜横浜市コールセンター（８時〜21 時、年中無休）＞ 
  電話：●●●-●●●-●●●●、ファックス：●●●-●●●-●●●● 

※問合せ内容によっては、担当部署の横浜市こども⻘少年局企画調整課へ転送もしくは 
おかけ直しをお願いすることがあります。 

＜担当部署＞ 
横浜市こども⻘少年局企画調整課 ⽣野・野⼝ 

  電話：●●●-●●●-●●●●  E-Mail：kd-kikaku@city.yokohama.jp 

暫定版（Ｒ５年６月 16 日時点） 

※一部抜粋 【別紙３】 



 

 
 

⽬ 次（調査内容） 
 
 
                                                                             ⾴ 
 
１ お⼦さんとご家族の状況について ·············································································· １ 

 
２ 保護者の就労状況について ························································································ ２ 

 
３ お⼦さんの障害、発達の状況について ······································································ ３ 

 
４ お⼦さんの放課後の過ごし⽅について ······································································ ４ 

 ４−１ 放課後キッズクラブ ·························································································· ６ 
 ４−２ 放課後児童クラブ ······························································································ ９ 
 ４−３ ⺠間企業等が運営する学童保育事業所 ···························································· 12 
 ４−４ 障害児通所⽀援事業（放課後等デイサービス） ·············································· 13 
 ４−５ 横浜⼦育てサポートシステム ··········································································· 14 
 ４−６ プレイパーク ···································································································· 14 
 
５ お⼦さんの病気の際の対応について ········································································· 15 

 
６ ⼦育て全般について ·································································································· 16 

 
７ あて名のお⼦さんご本⼈への質問 ············································································· 24 
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□⼈ □⼈ 

□⼈ 

１ あて名のお⼦さんとご家族の状況について  
問１ お住いの区はどこですか。（あてはまる番号１つに○） 

１．⻘葉区 ２．旭区 ３．泉区 ４．磯⼦区 ５．神奈川区 

６．⾦沢区 ７．港南区 ８．港北区 ９．栄区 10．瀬⾕区 

11．都筑区 12．鶴⾒区 13．⼾塚区 14．中区 15．⻄区 

16．保⼟ケ⾕区 17．緑区 18．南区   

 
問２ あて名のお⼦さんの学年を伺います。（あてはまる番号１つに○） 

１．１年⽣ ２．２年⽣ ３．３年⽣ 

４．４年⽣ ５．５年⽣ ６．６年⽣ 

 
問３ あて名のお⼦さんを含めたお⼦さんの⼈数を年齢区分ごとに伺います(令和５年４⽉１⽇時点)。 

※あて名のお⼦さんも⼈数に含めてください。 
※該当するお⼦さんがいない場合は「０」と記載してください。 

 お⼦さんの⼈数 □⼈ 
未就学児（０〜２歳） 未就学児（３〜５歳） 

⼩学校低学年（１〜３年⽣） □⼈ ⼩学校⾼学年（４〜６年⽣） □⼈ 

中学⽣ □⼈ 
中学校卒業後、 
18 歳以下のお⼦さん 

 
問４ アンケートにお答えいただく⽅を伺います。（あてはまる番号１つに○） 

※あて名のお⼦さんからみた関係を回答してください。 

１．⽗親 ２．⺟親 ３．その他（               ） 

 
問５ アンケートにお答えいただく⽅の配偶関係を伺います。（あてはまる番号１つに○） 

１．配偶者がいる ２．未婚 ３．死別 ４．離婚 

 
問６ 令和４年１年間の世帯全体の年間収⼊（税・社会保険料等控除前）を伺います。（あてはまる番号１つに○） 

※ここでは、あなた以外の世帯員の収⼊も合計した⾦額を選択してください。  
１．200 万円未満  ２．200〜299 万円 ３．300〜399 万円 ４．400〜499 万円 

５．500〜599 万円 ６．600〜699 万円 ７．700〜799 万円 ８．800〜899 万円 

９．900〜999 万円 10．1,000〜1,249 万円 11．1,250〜1,499 万円 12．1,500〜1,999 万円 

13．2,000 万円以上    
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問 7 あて名のお⼦さんの⽗親、⺟親の年齢（令和５年４⽉１⽇時点）を伺います。 
   ※ひとり親家庭の場合は、養育している親の年齢のみ回答してください。 

【⽗親】□□歳 【⺟親】□□歳 
    
２ あて名のお⼦さんの保護者の就労状況について  
問８ ⽗親の就労状況（⾃営業及びその家族従事者含む）を伺います。（あてはまる番号１つに○） 

【⺟⼦家庭の場合、記⼊は不要です。問９にお進みください。】 

１．就労している 

２．以前は就労していたが、現在は就労していない 
➡問９にお進みください 

３．これまで就労したことがない 
   
問８−１ 問８で「１」に○をつけた⽅に伺います。 

１週当たりの就労⽇数、１⽇当たりの就労時間（残業時間を含む）、家を出る時間、帰宅時間をお
答えください。 

     ※就労⽇数や就労時間が⼀定でない場合は、もっとも多いパターンをお答えください。 
     ※育休・介護休業中の⽅は、休業に⼊る前の状況をお答えください。 
     ※⾃宅で就労している場合は、仕事を開始する時間、仕事を終了する時間をお答えください。 

１週当たりの就労⽇数 □⽇ １⽇当たりの就労時間 □□時間□□分 

家を出る時間 □□時□□分 帰宅時間 □□時□□分 

【必ず 24 時間制でご記⼊ください。（例：午後６時半の場合は 18 時 30 分）】 
 
問９ ⺟親の就労状況（⾃営業及びその家族従事者含む）を伺います。（あてはまる番号１つに○） 

【⽗⼦家庭の場合、記⼊は不要です。問 10 にお進みください。】 

１．就労している 

２．以前は就労していたが、現在は就労していない 
➡問 10 にお進みください 

３．これまで就労したことがない 

 
問９−１ 問９で「１」に○をつけた⽅に伺います。 

１週当たりの就労⽇数、１⽇当たりの就労時間（残業時間を含む）、家を出る時間、帰宅時間を
お答えください。 

     ※就労⽇数や就労時間が⼀定でない場合は、もっとも多いパターンをお答えください。 
     ※育休・介護休業中の⽅は、休業に⼊る前の状況をお答えください。 
     ※⾃宅で就労している場合は、仕事を開始する時間、仕事を終了する時間をお答えください。 

１週当たりの就労⽇数 □⽇ １⽇当たりの就労時間 □□時間□□分 

家を出る時間 □□時□□分 帰宅時間 □□時□□分 

【必ず 24 時間制でご記⼊ください。（例：午後６時半の場合は 18 時 30 分）】   
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４ あて名のお⼦さんの放課後の過ごし⽅について 
 
問 11 通常期（学校の⻑期休業中を除く）の⽉〜⽇曜⽇の放課後等の時間（⼟曜⽇・⽇曜⽇は⼀⽇中）を過

ごしている場所（事業を利⽤しているか）とその⽇数をお答えください。 
※各事業の詳細は別紙「事業の内容と利⽤料」をご確認ください。 

放課後の過ごし⽅ 
（あてはまる番号すべてに○） 

平⽇ 
(⽉〜⾦曜⽇) ⼟曜⽇・⽇曜⽇ 

１．⾃宅で過ごす □⽇ □⽇ 

２．親戚・友⼈等宅で過ごす □⽇ □⽇ 

３．近所の公園等外で遊ぶ □⽇ □⽇ 

４．習い事・塾 □⽇ □⽇ 

５．放課後キッズクラブ 
（わくわく【区分１】（16 時まで利⽤）） 

（すべての⼦どもたちを対象とする、⼩学校施設を活⽤した放課後
の居場所） 

□⽇ 
※⼟曜⽇・⽇曜⽇は 
 開所していません 

６．放課後キッズクラブ 
（すくすく（ゆうやけ）【区分２Ａ】（17 時まで利⽤）） 

（就労等で昼間保護者がいない⼦どもたちを対象とする、⼩学校施
設を活⽤した放課後の居場所） 

□⽇ 
□⽇ 

※⽇曜⽇は 
開所していません 

７．放課後キッズクラブ 
（すくすく（ほしぞら）【区分２Ｂ】（19 時まで利⽤）） 

（就労等で昼間保護者がいない⼦どもたちを対象とする、⼩学校施
設を活⽤した放課後の居場所） 

□⽇ 
□⽇ 

※⽇曜⽇は 
開所していません 

８．放課後児童クラブ 
（就労等で昼間保護者がいない⼦どもたちを対象とする、保護者や
地域の NPO 法⼈などが運営する放課後の居場所） 

□⽇ □⽇ 

９．⺠間企業等が運営する学童保育事業所 
（⺠間企業等が運営する放課後の居場所（利⽤要件として保護者の
就労状況は不問の事業所もある）） 

□⽇ □⽇ 

10．放課後等デイサービス 
（就学している障害児に、⽣活能⼒の向上のために必要な訓練等を
⾏っている事業所） 

□⽇ □⽇ 

11．横浜⼦育てサポートシステム 
（地域住⺠がそれぞれ会員登録を⾏い、会員間で⼦どもの預け・預か
りを⾏う事業） 

□⽇ □⽇ 

12．プレイパーク 
（市内の公園で開かれている「⾃分の責任で⾃由に遊ぶ」をモットー
に禁⽌事項を極⼒なくした野外の遊び場） 

□⽇ □⽇ 

13．その他（ ） □⽇ □⽇ 
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問 12 学校の⻑期休業中（夏休み、冬休み等）の⽉〜⽇曜⽇を過ごしている場所（事業を利⽤しているか）
とその⽇数をお答えください。 
※各事業の詳細は別紙「事業の内容と利⽤料」をご確認ください。 
※⽇数は、⻑期休業中全体の⽇数ではなく、週当たりの⽇数を回答してください。 

過ごし⽅ 
（あてはまる番号すべてに○） 

平⽇ 
(⽉〜⾦曜⽇) ⼟曜⽇・⽇曜⽇ 

１．⾃宅で過ごす □⽇ □⽇ 

２．親戚・友⼈等宅で過ごす □⽇ □⽇ 

３．近所の公園等外で遊ぶ □⽇ □⽇ 

４．習い事・塾 □⽇ □⽇ 

５．放課後キッズクラブ 
（わくわく【区分１】（クラブが指定する２時間程度）） 

（すべての⼦どもたちを対象とする、⼩学校施設を活⽤した放課後
の居場所） 

□⽇ 
※⼟曜⽇・⽇曜⽇は 
 開所していません 

６．放課後キッズクラブ 
（すくすく（ゆうやけ）【区分２Ａ】（17 時まで利⽤）） 

（就労等で昼間保護者がいない⼦どもたちを対象とする、⼩学校施
設を活⽤した放課後の居場所） 

□⽇ 
□⽇ 

※⽇曜⽇は 
開所していません 

７．放課後キッズクラブ 
（すくすく（ほしぞら）【区分２Ｂ】（19 時まで利⽤）） 

（就労等で昼間保護者がいない⼦どもたちを対象とする、⼩学校施
設を活⽤した放課後の居場所） 

□⽇ 
□⽇ 

※⽇曜⽇は 
開所していません 

８．放課後児童クラブ 
（就労等で昼間保護者がいない⼦どもたちを対象とする、保護者や
地域の NPO 法⼈などが運営する放課後の居場所） 

□⽇ □⽇ 

９．⺠間企業等が運営している学童保育事業所 
（⺠間企業等が運営する放課後の居場所（利⽤要件として保護者の
就労状況は不問の事業所もある）） 

□⽇ □⽇ 

10．放課後等デイサービス 
（就学している障害児に、⽣活能⼒の向上のために必要な訓練等を
⾏っている事業所） 

□⽇ □⽇ 

11．横浜⼦育てサポートシステム 
（地域住⺠がそれぞれ会員登録を⾏い、会員間で⼦どもの預け・預か
りを⾏う事業） 

□⽇ □⽇ 

12．プレイパーク 
（市内の公園で開かれている「⾃分の責任で⾃由に遊ぶ」をモットー
に禁⽌事項を極⼒なくした野外の遊び場） 

□⽇ □⽇ 

13．その他（ ） □⽇ □⽇ 
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４−１ 「放課後キッズクラブ」について   
問 13  あて名のお⼦さんの通う⼩学校区域にある「放課後キッズクラブ」についてお答えください。 

利⽤していますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．利⽤している ２．利⽤していない 

 
     「１」に○をつけた⽅             「２」に○をつけた⽅ 

利⽤している理由は何ですか。 
（あてはまる番号すべてに○） 

 利⽤していない理由は何ですか。 
（あてはまる番号すべてに○） 

１．利⽤料が安価 

 

1. 保護者がいるため利⽤する必要がない 

２．学校内にあるため安⼼して利⽤できる 2. 塾や習い事に⾏っている 

３．学校施設のため、お迎えに⾏きやすい 3. 放課後児童クラブを利⽤している 

４．体育館や校庭で活動できる 4. ⺠間企業等が運営する学童保育事業所を 
利⽤している 

５．預かってもらえる時間がちょうどいい 5. 放課後等デイサービスを利⽤している 

６．プログラムが充実している 6. ⼦育てサポートシステムを利⽤している 

７．異年齢の交流ができる 7. プレイパークを利⽤している 

８．職員がよい 8. 利⽤時間が合わない 

９．学校と同じ友達と過ごせる 9. 迎えに⾏きづらい 

10．放課後児童クラブが利⽤できない 10. プログラムに魅⼒を感じない 

11．保護者の事務負担がない 11. 放課後は学校以外の場所で過ごさせたい 

12．⼦どもが⾏きたいと⾔っている 12. 施設が狭い 

13．その他（             ） 13. ⼦どもが⾏きたくないという 

 14. すくすく・ゆうやけ（17時まで利⽤）の 
⽉額2,000円の利⽤料が⾼い  

 15. すくすく・ほしぞら（19 時まで利⽤）の 
⽉額 5,000 円の利⽤料が⾼い  

 16. その他（             ） 
 
問 13−１ 問 13 で「２．利⽤していない」に○をつけた⽅に伺います。 

今後、利⽤したいと思いますか。また利⽤したい場合はその頻度をお答えください。 

１．利⽤したいと思う ➡週□⽇ぐらい（または⽉□⽇ぐらい） 

２．利⽤したいと思わない 
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問 13−２ 問 13 で「１．利⽤している」に○をつけた⽅に伺います。 
現在、何時から何時まで利⽤していますか。 
（時間は必ず 24 時間制でご記⼊ください。（例：午後６時半の場合は 18 時 30 分）） 

【現在の利⽤時間】 

通常期の平⽇ 放課後から□□時□□分まで 

学校⻑期休業中の
平⽇ □□時□□分から□□時□□分まで 

⼟曜 □□時□□分から□□時□□分まで 
 

問 13−３ 問 13 で「１．利⽤している」に○をつけた⽅に伺います。 
現在の利⽤時間は希望通りですか。（あてはまる番号１つに○） 

１．希望通りである ➡問14にお進みください ２．希望通りでない 

 
問 13−４ 問 13−３で「２．希望通りでない」に〇をつけた⽅に伺います。 

希望としては何時から何時まで利⽤したいですか。 
（時間は必ず 24 時間制でご記⼊ください。（例：午後６時半の場合は 18 時 30 分）） 

【希望する利⽤時間】 
通常期の平⽇ 放課後から□□時□□分まで 

学校⻑期休業中の
平⽇ □□時□□分から□□時□□分まで 

⼟曜 □□時□□分から□□時□□分まで 
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問 14 全員の⽅に伺います。 
放課後キッズクラブに対して、今後望むことは何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 
１．基本的⽣活習慣や⽣活のリズムを⾝に 

付けること ２．児童が主体的に遊べる時間 

３．宿題をする学習習慣 ４．体⼒の向上 

５．施設・設備の充実 ６．⼦の成⻑を感じられる継続的なプログラム 

７．イベント・⾏事を通した⾮⽇常的な 
体験・活動 ８．地域の⽅々など多くの⼈と触れ合う機会 

９．スタッフのスキル向上 10．友達づくり 

11．同学年以外とのかかわり 12．職員体制の充実 

13．⻑期休業⽇の朝の開所時間（８時）の 
更なる前倒し 14．夜の開所時間（19 時）の延⻑ 

15．学校との連携強化 16．保護者の参画の機会の増加 

17．おやつの充実 18．同⼀クラブを利⽤するきょうだい児（第２⼦
以降）を対象とした利⽤料の減免 

19．⻑期休業⽇における昼⾷の外注サービス 20．送迎⽀援サービス 

21．特にない 22．その他（              ） 
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４−２ 放課後児童クラブについて 
 
問 15  放課後児童クラブについて、以下の質問にお答えください。 

利⽤していますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．利⽤している ２．利⽤していない 

 
     「１」に○をつけた⽅             「２」に○をつけた⽅ 

利⽤している理由は何ですか。 
（あてはまる番号すべてに○） 

 利⽤していない理由は何ですか。 
（あてはまる番号すべてに○） 

１．クラブの⽴地が迎えに⾏きやすい 

 

１．保護者がいるため利⽤する必要がない 

２．開所時間が⻑い ２．近くに放課後児童クラブがない 

３．外遊びが充実している ３．塾や習い事に⾏っている 
４．保護者の関わりが強く安⼼して利⽤ 

できる ４．放課後キッズクラブを利⽤している 

５．家庭的な雰囲気の中でしっかり⾒て 
もらえる 

５．⺠間企業等が運営する学童保育事業所を 
利⽤している 

６．職員がよい ６．放課後等デイサービスを利⽤している 

７．違う学校の友達が増える ７．⼦育てサポートシステムを利⽤している 

８．放課後キッズクラブに合わなかった ８．プレイパークを利⽤している 

９．その他（             ） ９．利⽤時間が合わない 

 10．活動内容に魅⼒を感じない 

 11．利⽤料が⾼い 

 12．保護者の運営への関わりが重いと聞く 

 13．施設が狭い 

 14．⼦どもが⾏きたくないという 

 15．その他（             ） 
 
問 15−１ 問 15 で「２．利⽤していない」に○をつけた⽅に伺います。 

今後、利⽤したいと思いますか。また利⽤したい場合はその頻度をお答えください。 

１．利⽤したいと思う ➡週□⽇ぐらい（または⽉□⽇ぐらい） 

２．利⽤したいと思わない 

 
 

  



 

9 

 

問 15−２ 問 15 で「１．利⽤している」に○をつけた⽅に伺います。現在、何時から何時まで利⽤してい
ますか。 
（時間は必ず 24 時間制でご記⼊ください。（例：午後６時半の場合は 18 時 30 分）） 

【現在の利⽤時間】 

通常期の平⽇ 放課後から□□時□□分まで 

学校⻑期休業中の
平⽇ □□時□□分から□□時□□分まで 

⼟曜 □□時□□分から□□時□□分まで 
 

問 15−３ 現在の利⽤時間は希望通りですか。（あてはまる番号１つに○） 

１．希望通りである ➡問16にお進みください ２．希望通りでない 

 
問 15−４ 問 15−３で「２．希望通りでない」に〇をつけた⽅に伺います。 

希望としては何時から何時まで利⽤したいですか。 
（時間は必ず 24 時間制でご記⼊ください。（例：午後６時半の場合は 18 時 30 分）） 

【希望する利⽤時間】 
通常期の平⽇ 放課後から□□時□□分まで 

学校⻑期休業中の
平⽇ □□時□□分から□□時□□分まで 

⼟曜 □□時□□分から□□時□□分まで 
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問 16 全員の⽅に伺います。 
放課後児童クラブに対して、今後望むことは何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 
１．基本的⽣活習慣や⽣活のリズムを⾝に 

付けること ２．児童が主体的に遊べる時間 

３．宿題をする学習習慣 ４．体⼒の向上 

５．施設・設備の充実 ６．⼦の成⻑を感じられる継続的なプログラム 

７．イベント・⾏事を通した⾮⽇常的な 
体験・活動 ８．地域の⽅々など多くの⼈と触れ合う機会 

９．スタッフのスキル向上 10．友達づくり 

11．同学年以外とのかかわり 12．職員体制の充実 

13．⻑期休業⽇の朝の開所時間の拡⼤ 14．夜の開所時間の延⻑ 

15．学校との連携強化 16．保護者の参画の機会の増加 

17．おやつの充実 18．同⼀クラブを利⽤するきょうだい児（第２⼦
以降）を対象とした利⽤料の減免 

19．⻑期休業⽇における昼⾷の外注サービス 20．送迎⽀援サービス 

21．運営にかかる保護者負担の軽減 22．特にない 

23．その他（              ）  
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４−３ ⺠間企業等が運営する学童保育事業所（以下「その他事業所」）について 
 
問 17 その他事業所について、以下の質問にお答えください。 

利⽤していますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．利⽤している ２．利⽤していない ➡問18にお進みください 

 
     「１」に○をつけた⽅ 

利⽤している学童保育所名  

利⽤している理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．⽴地が良い 

２．柔軟な利⽤が可能 

３．送迎サービスがある 

４．お稽古事等のプログラムが充実している 

５．⼣⾷を提供してくれる 

６．⼦どもへのケアが充実している（看護師や⼼理⼠等専⾨スタッフがいる） 

７．職員がよい 

８．保護者の事務負担がない 

９．放課後キッズクラブに合わなかった 

10．放課後児童クラブに合わなかった 

11．その他（                 ） 
 
問 17−１ 問 17 で「１．利⽤している」に○をつけた⽅に伺います。 

その他事業所は、現在、何時から何時まで利⽤していますか。 
（時間は必ず 24 時間制でご記⼊ください。（例：午後６時半の場合は 18 時 30 分）） 

【現在の利⽤時間】 

通常期の平⽇ 放課後から□□時□□分まで 

学校⻑期休業中の
平⽇ □□時□□分から□□時□□分まで 

⼟曜 □□時□□分から□□時□□分まで 
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４−６ プレイパークの利⽤について 
 
問 20 「プレイパーク」についてお答えください。 

プレイパークを知っていますか。（あてはまる番号１つに○） 
１．知っている ２．知らない ➡問 20−１にお進みください   

        「１」に〇をつけた⽅ 
利⽤したことはありますか。（あてはまる番号１つに○） 
１．利⽤したことがある ２．利⽤したことがない 

 
「１」に〇をつけた⽅             「２」に〇をつけた⽅ 

利⽤した理由をお聞かせください。 
（あてはまる番号すべてに○） 

 利⽤したことがない理由は何ですか。 
（あてはまる番号すべてに○） 

１．普段体験できない遊びが体験できる  １．どこでやっているかわからない 
２．家から近い  ２．開催⽇がわからない 
３．屋外のため思いっきり遊ぶことができる  ３．家から遠い 

４．⼦どもが運営スタッフと遊んだり 
話したりできる 

 ４．プレイパーク以外の事業を利⽤している 
 ５．特に利⽤する必要性を感じない 

５．親が他の利⽤者や運営スタッフと話や 
相談ができる 

 ６．その他（             ） 
 

 
６．地域の中でつながりができる  

７．その他（             ）    
 
問 20−１ 問 20 で「２．知らない」または、問 20 で「２．利⽤したことがない」に○をつけた⽅に伺いま

す。 
今後、利⽤したいと思いますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．利⽤したいと思う ２．利⽤したいと思わない 
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５ あて名のお⼦さんの病気の際の対応について 
 
問 21 この１年間に、あて名のお⼦さんが病気やケガで登校できなかったことはありますか。 
   （あてはまる番号１つに○） 

１．あった ２．なかった ➡問 22 にお進みください。 

 
問 21−１ 問 21 で「１」と回答した⽅に伺います。この１年間に⾏った対処⽅法をお答えください。「４」

と「５」の選択肢に○をつけた⽅は、その⽇数をお答えください。半⽇程度の対応の場合も１⽇
とカウントしてください。 

１年間の対処⽅法（あてはまる番号に○） ⽇数 
１．保護者が仕事等を休んで看た 

※在宅勤務の傍らで看た場合も含む  

２．保護者のうち仕事等をしていない⽅が看た  

３．（同居者を含む）親族・知⼈に預けた  

４．病児・病後児の保育施設を利⽤した 
（保育所（園）で実施しているサービスを含む） □□⽇ 

５．訪問型の病児・病後児保育を利⽤した □□⽇ 

６．ベビーシッターを利⽤した  

７．その他（                     ）  
 
問 21−２と問 21−３は、問 21−１で「１・３・６・７」のいずれかに〇をつけた⽅に伺います。  
問 21−２ 「できれば病児・病後児のための保育施設等を利⽤したい」と思ったことはありますか。また、

利⽤したいと思った⽇数をお答えください。（あてはまる番号１つに○） 
※病児・病後児のための事業等の利⽤には、⼀定の利⽤料がかかります。また、利⽤前にかかり

つけ医の受診が必要となります。 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利⽤したかった ⇒ 年間□□⽇ 

２．利⽤したいと思わない 

 
問 21−３ 利⽤しなかった理由はなんですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．病児・病後児保育を知らなかった ２．利⽤⼿続きが⾯倒だった 

３．予約が取れなかった ４．⽴地がよくない・近くにない 

５．利⽤可能時間・曜⽇が合わなかった ６．利⽤料がかかる・⾼い 

７．その他（            ） ８．特に理由はない 
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問 22 お⼦さんが病気やけがをした際の困りごとについてお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

１．看病や通院のために仕事を休むことが難しい ２．病気やけがへの対処⽅法がわからない 

３．通院に時間がかかる ４．医療費の負担が⼤きい 

５．通院にかかる交通費の負担が⼤きい ６．夜間に診療している医療機関が少ない 

７．休⽇に診療している医療機関が少ない ８．病状について相談できる相⼿がいない 

９．かかりつけの医師がいない 10．病児・病後児保育が利⽤しにくい 

11．⼦どもが受診したがらない 12．その他（ ） 

13．特にない  

 
問 23 お⼦さんの体調不良時に、オンライン（チャットやビデオ通話、メール等）でお⼦さんの健康状態に

ついて相談することのできる、平⽇夜間・休⽇にも対応したサービスがあれば利⽤したいと思います
か。 

   （あてはまる番号１つに○） 

１．有料（例えば１回数百円程度）でもぜひ利⽤したい 

２．無料ならぜひ利⽤したい 

３．利⽤したいと思わない 
  
    
６ ⼦育て全般について   
問 24 中⾼⽣世代が利⽤する場所を整備することを考えた場合、どのようなことがあればよく利⽤される

と思いますか。（あてはまる番号３つまで○） 
１．様々な体験活動ができる ２．カフェスペースがある ３．⼤⼈の⾒守りがある 

４．学習スペースがある ５．オンライン上の居場所 ６. ⾃然の中で遊べる 

７. 無料で勉強をみてくれる ８．無料や安価で飲⾷が 
できる 

９. 地域の⼈が開いている 
遊びやイベントがある 

10．その他（                    ）  

11．特にない 12．今はまだ分からない  
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問 25 あて名のお⼦さんは、過去１年間に学校の授業や⾏事以外で以下のような体験をしましたか。 
（それぞれ、あてはまる番号１つに○） 

 していない １〜２回 ３回以上 

① キャンプ、登⼭、海⽔浴などの⾃然体験 １ ２ ３ 

② 農業体験 １ ２ ３ 

③ ボランティア １ ２ ３ 

④ 動物園、⽔族館、博物館、芸術鑑賞 １ ２ ３ 

⑤ スポーツ観戦 １ ２ ３ 

⑥ 遊園地やテーマパークに⾏く １ ２ ３ 

⑦ 地域の清掃活動やお祭りなどへの参加 １ ２ ３ 

⑧ 調べたり学んだりしたことを発表する体験 １ ２ ３ 

⑨ 国際交流活動 １ ２ ３ 

 
問 26 あなたは、横浜市に 10 年後も住んでいると思いますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．とてもそう思う ２．ややそう思う ３．どちらともいえない 

４．あまりそう思わない ５．全くそう思わない ６．わからない 
 
問 27 現在の暮らしの状況を総合的にみて、どう感じていますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．⼤変ゆとりがある  ２．ややゆとりがある ３．普通 

４．やや苦しい ５．⼤変苦しい  
 
問 28 ⼦育てをしていて、地域社会から⾒守られている、⽀えられていると感じますか。 

（あてはまる番号１つに○） 

１．そう感じる ２．どちらかといえばそう感じる 

３．どちらともいえない ４．どちらかといえばそう感じない 

５．そう感じない  

 
  



 

16 

 

問 29 現在、お⼦さんの⼦育て（教育を含む）について、気軽に相談できる⼈はだれですか。 
（あてはまる番号すべてに○） 

１．祖⽗⺟等の親族 ２．友⼈や知⼈ 

３．近所の⼈ ４．地域の施設のスタッフ 

５．区役所の職員 ６．学校の先⽣ 

７．⺠⽣委員・児童委員 ８．かかりつけの医師 

９．その他（             ） 10．特にない 

 

問 30 現在、⼦育てをしていて感じている困りごとは何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．⼦どもの⾷事 ２．⼦どもとの過ごし⽅・ 
遊び⽅ ３．⼦どもの健康 

４．⼦どもの発達・発育 ５．夫婦での⼦育ての分担 ６．夫婦での⼦育ての 
考え⽅の違い 

７．⼦どものしかり⽅・ 
しつけ ８．⼦どもの教育・進学 ９．⼦育ての⼼理的・⾝体的な

負担 

10．経済的な不安 11．⾃分⾃⾝の病気や障害 12．家族の病気や障害 

13．仕事との両⽴ 14．介護との両⽴ 15．⼦どもの友⼈関係 
（いじめを含む） 

16．登校しぶり、不登校  17．その他の学校⽣活に関す
ること 

18．⼦どものネットや 
ゲームとの付き合い⽅ 

18．性に関すること 19．その他（                   ） 

20．特にない ➡問 31 にお進みください  

 
問 30−１ 問 30 で感じている⼦育てに関する困りごとについて、相談したことはありますか。 

１．ある ➡問 30−２の後、問 30−４にお進みください 

２．ない ➡問 30−３にお進みください 
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問 30−２ 相談したことがある⽅は、どこに相談しましたか。（電話でも来所でもどちらでも可） 
        （あてはまる番号すべてに○） 

１．親やきょうだいなどの親族 ２．友⼈や知⼈ 

３．近所の⼈ ４．⼦どもが通う学校の担任 

５．スクールカウンセラー ６．学校の先⽣（担任以外） 

７．⺠⽣委員・児童委員・主任児童委員 ８．区役所の⼦育て相談 

９．電話児童相談室 10．児童相談所 

11．教育総合相談センター 12．かかりつけの医師 

13．医療的ケア児・者等 
コーディネーター 

14．その他（              ） 
      (例)地域訓練会等 

 
問 30−３ 相談したことがない⽅は、その理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．相談するほどのことでもないと思うから ２．相談することが恥ずかしい 

３．（施設や機関など）相談の時間が合わない ４．⾃分が忙しい 

５．相談場所が遠い ６．適切な相談先がない 

７．相談したことの秘密が守られるか不安 ８．相談先⾃体を知らなかった 

９．その他（                ）  
 
問 31 ⼦育てに関する困りごとに具体的に対応するために、どのような相談先があれば相談しやすいです

か。（あてはまる番号すべてに○） 
１．⼦どもが⾃由に集まれるところでの気軽な相談（地区センター、ログハウスなど） 

２．区役所や市役所において、⼦育ての専⾨職（保健師や助産師等）があらゆる困りごとに 
応じ、相談から⽀援までを⼀体的に⾏う窓⼝ 

３．区役所や市役所の⼦育ての専⾨職（保健師や助産師等）が家庭に訪問して⾏う相談 

４．教育に関する専⾨職（教師等）が家庭に訪問して⾏う相談 

５．⼟⽇や夜間も対応できる⼦育てや教育の専⾨職（教師等）による相談 

６．同じ悩みをもった⼦育て中の当事者同⼠の相談 

７．インターネットや SNS、メールでの相談 

８．その他（                                  ） 
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問 32 地域での⼦育て⽀援に関する情報を、どこから⼊⼿していますか。 
（あてはまる番号すべてに○） 

１．学校からの案内 

２．市役所や区役所の窓⼝・電話 

３．市役所・区役所の広報紙「広報よこはま」 

４．市や区が発⾏するパンフレットやチラシ等（暮らしのガイド、各区の⼦育てマップなど） 

５．市役所や区役所のホームページ（「ヨコハマはぴねすぽっと」など） 

６．⼦育て⽀援に取り組む団体等が発⾏する⼦育て情報誌、パンフレット、チラシ等 

７．⺠間企業等が発⾏する⼦育て雑誌、パンフレット、チラシ等 

８．インターネット（市役所、区役所、地域⼦育て⽀援拠点のホームページ以外、SNS 等） 

９．知⼈・友⼈ 

10．その他（                          ） 
 
問 33 ⼦育てをする上で、知りたい情報についてお答えください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１．⼦どもの教育・進路等に関する情報 ２．⼦育て⽀援サービスに関する情報 

３．⼦育ての悩みの相談先に関する情報 ４．⼦育てや⼦どもの発達、健康などに関する情報 

５．夜間や休⽇に受診できる医療機関に関する情報 ６．住宅に関する情報 

７．⼦どもの遊び場に関する情報 ８．地域のイベントやお祭りに関する情報  

９．地域の⼦育てサークルに関する情報 10．⼦どもの習いごとや塾等に関する情報 

11．経済的⽀援制度に関する情報 12．その他（ ） 

13．特に知りたい情報はない  
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問 34 現在横浜市では、児童⼿当や保育所保育料の⼝座振替等の申請をオンライン上で⾏うことができま
す。これらの⼦育て⽀援に関するオンライン上での⼿続きを利⽤したことがありますか。 

（あてはまる番号１つに○） 
１．利⽤したことがある ➡問 36 へ ２．利⽤したことがない 

 
問 35 問 34 で「利⽤したことがない」と回答した⽅に伺います。 

⼦育て⽀援に関するオンライン上での⼿続きを利⽤したことがない理由をお答えください。 
（あてはまる番号すべてに○） 

１．オンライン上で⼿続きできることを知らなかったから  

２．⾏いたい⼿続きがオンライン上でできないから 

３．マイナンバーカードを持っていないから 

４．電⼦申請のサイト（マイナポータル等）が利⽤しにくいから 

５．⼿続きにかかる⼿間が区役所の窓⼝や郵送で申請するよりも⼤きい（または変わらない）から 

６．区役所の窓⼝や郵送で申請をすることに負担を感じないから 

７．申請の際に区役所の職員等に相談したかったから 

８．その他（ ） 

９．特に理由はない 
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問 36 今後の⼦育て⽀援の電⼦化に関連して、期待することをお答えください。 
（あてはまる番号すべてに○） 

１．電⼦申請・届出が可能な⼦育て⽀援サービスの対象拡⼤ 

２．区役所等に⾏く頻度が減ること 

３．作成する必要のある書類が減ること 

４．⼀度⼊⼒した情報（⽒名や住所等）について再度の⼊⼒を求められないこと 

５．複数の⼦育て⽀援サービスに関する⼿続きを⼀度に⾏えること 

６．⺟⼦⼿帳の電⼦化 

７．妊婦健診・乳幼児健診等の各種健康診査結果の確認 

８．保育所・幼稚園・学校等との各種連絡の電⼦化 

９．オンライン上での⼦どもの成績等の確認 

10．⼦育て⽀援サービスに必要な書類の書き⽅等についてオンライン上で相談できること 

11．⼦育てに関するオンライン上での相談 

12．⼦育て中の保護者とのオンライン上での交流・情報交換  

13．地域の⼦育て⽀援に関する情報の検索 

14．地域の⼦育て⽀援に関するプッシュ型の情報配信 

15．税・公共料⾦、⼦育て⽀援サービス利⽤料の電⼦決済 

16．各種クーポンの保管・利⽤ 

17．その他（ ） 
 
問 37 あなたは、⼦どもを育てている現在の⽣活に満⾜していますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．満⾜している ２．どちらかといえば満⾜している 

３．どちらともいえない ４．どちらかといえば満⾜していない 

５．満⾜していない  
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問 38  今後、⼦育て⽀援の充実に向けて、どのようなことを望みますか。 
（あてはまる番号すべてに○、また最も望むものの番号を記⼊） 
１．学校教育の充実  

２．⼦どもを⼀時的に預けられるサービスの充実 

３．教育費などの⼦育て費⽤の助成 

４．⼦育て⽀援サービスに関する情報提供の充実 

５．⼦どもとの関わり⽅やしつけ⽅を教えてくれる機会の充実 

６．⼦育てに関する相談できる体制の充実 

７．ICT を活⽤した⼦育て⽀援の充実 

８．⼦育て中の親が気軽に交流できる場所・機会の充実 

９．⼦育て家庭の家事を⽀援するサービス 

10．⼦どもの遊び場の充実 

11．⾃然体験などの⼦どもの体験活動の充実 

12．⼦どもがスポーツを⾏う機会の充実 

13．⼦どもが安⼼して過ごせる居場所づくり 

14．障害児⽀援の充実 

15．交通事故や犯罪から⼦どもを守る環境の整備 

16．⼦連れの⽅が街中を移動しやすい環境の整備 

17．公共施設・商業施設における託児スペースの充実 

18．⼦育てしやすい労働環境づくりに向けた企業への啓発 

19．⼦どもの意⾒を政策に反映させる仕組みづくり 

20．その他（ ） 

 うち最も望むもの（１つ）⇒ □□ 番 
 
問 39 放課後施策や⼦育て⽀援に関してご意⾒がございましたら、ご⾃由にご記⼊ください。 

また、本調査に関してお気づきの点がございましたら、あわせてご記⼊ください。 
 

 
あて名のお⼦さんご本⼈に回答いただける場合⇒問 40 以降にお進みください。    
あて名のお⼦さんご本⼈のご協⼒が難しい場合⇒調査は以上になります。 

ご協⼒ありがとうございました。   
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７ あて名のお⼦さんご本⼈への質問   
※問 40 以降の設問は、原則としてあて名のお⼦さんご本⼈がお答えください。ご本⼈の回答が難しい場合

は、保護者の⽅がご本⼈の意⾒を聞いてお答えください。 
 
問 40 あなたは次のことに興味や関⼼がありますか。興味や関⼼があるものに〇をつけてください。 

（○は何個でも） 

１．スポーツをすること ２．本を読むこと 

３．旅⾏ ４．キャンプ、登⼭、海⽔浴などの⾃然体験 

５．農業体験 ６．ボランティア活動 

７．動物園、⽔族館、博物館などに⾏くこと ８．スポーツ観戦 

９．地域での⾏事（お祭りなど）に参加すること 10．外国の⼈との交流や、海外で勉強すること 

11．その他（ ） 12．興味・関⼼のあることはない 
 
問 41 家や学校以外で、居⼼地が良いと感じる場所を教えてください。（○は３つまで） 

１．友達の家 ２．塾や習い事 

３．学童など放課後の居場所  ４．スポーツクラブの活動の場 

５．公園 ６．図書館 

７．地区センター、ケアプラザ ８．商店街やショッピングモール 

９．ゲームセンター、カラオケ 10．その他（ ） 

11．特にない  
 
問 42 あなたは、横浜市がどのようなまちになってほしいと思いますか。（○は３つまで） 

１．きれいなまち  ２．にぎわいや活気があるまち  

３．みんなが助け合えるまち ４．⾼齢者や障害者に優しいまち 

５．学校の教育が充実しているまち ６．様々な価値観が認められるまち 

７．⾃然豊かなまち ８．地球環境に優しいまち 

９．災害に強いまち 10．安全・安⼼なまち  

11．デジタル技術の活⽤が進んでいるまち 12．⼦どもの意⾒が⼤切にされるまち 

13．その他（ ） 14．わからない 
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問 43 あなたが、学校の授業以外で、新しいことを知ったり学んだりするのはどのようなときですか。 
（○は何個でも）   
１．学校で配られるプリントを読むとき ２．教科書や本を読んでいるとき 

３．学習⽤のアプリを使うとき ４．塾で勉強するとき 

５．動物園や⽔族館、博物館などに⾏くとき ６．家で親やきょうだいと話しているとき 

７．友達と話しているとき ８．テレビを⾒ているとき 

９．YouTube などの動画を⾒ているとき 10．SNS（Twitter やInstagram など）を⾒ているとき 

11．インターネットで調べ物をするとき 12．その他（ ） 
 
問 44 「未来の理想の⾃分」のイメージに合う⾔葉を教えてください。（○は３つまで） 

１．夢 ２．希望 ３．幸福 ４．⾃信 

５．挑戦、チャレンジ ６．努⼒ ７．進歩 ８．成⻑ 

９．信頼 10．仲間 11．成功 12．勇気 

13．可能性 14．安⼼ 15．豊か 16．健康 

17．その他（ ） 18．特にない 
 
問 45 あなたの好きな○○を教えてください。（○は３つまで）【調整中】 
   （これから作る、この次の「横浜市⼦ども・⼦育て⽀援事業計画」を広くお知らせする冊⼦やチラシ、 

ウェブページなどのデザインに活かしたいと思います。） 

    

    

    

    
 
問 46 あなたが、学校の先⽣や役所の⼈などの⼤⼈に伝えたいことがあれば、どのようなことでも良いので、

教えてください。 

  

  

  

 
調査にご協⼒いただき、ありがとうございました。 
同封の返信⽤封筒に⼊れ、切⼿は貼らずにご投函ください。 



【アンケートの実施】

こども青少年局 青少年部

放課後児童育成課

2023年６月16日

放課後キッズクラブ・放課後児童クラブの

充実に向けた調査について

子ども・子育て会議 放課後部会

01151327
テキストボックス
資料６



小１の壁について

課題検討の視点

具体的なニーズ項目の検証

アンケート調査概要
2



一般的な「小１の壁」とは・・・（新聞やウェブニュースなどで取り上げられている主な課題）
＜小１の壁について＞

(1) 預け先の確保

・預かり場所が見つからない、利用を断られている

→【横浜市】キッズクラブでは定員を上回る申し込みがある場合には、学校の理解と協力のもと

に活動場所を拡充利用希望をお断りすることはしていない。

(2) 預かり時間

・保育所と比較して預かり時間が短いこと、平日の朝の時間帯からの利用ができないことから、

出勤時間や勤務時間の調整が必要

・送迎時も駅近が多い保育所と比べ、小学校は駅から遠く通勤経路と離れているケースが多いため、

時間がかかる

→ 【横浜市】平日朝の時間帯の預かりはしていない。全ての事業所において19時までの開所をし

ている（児童クラブは事業所によっては延長あり）。また、キッズクラブにおいて

令和４年度から長期休業期間の預かり時間を朝８時半から８時に前倒しました。
3



一般的な「小１の壁」とは・・・（新聞やウェブニュースなどで取り上げられている主な課題）
＜小１の壁について＞

(3) 利用料金

・保育所との利用料の違いがあり、家計に負担がかかる

→【横浜市】受益者負担は求めてはいるものの、生活にお困りの世帯を対象として市独自に減免

を実施している（３年度から就学援助世帯にまで拡充）。

(4) その他

・帰宅後に、宿題や学習時間等の確保ができない

・夏休み等の長期休業中にお弁当を作らなければならない

家庭と仕事の両立が難しい

4



１日の流れ

７：００

８：００

１２：００

１４：００

１５：００

１６：００

１７：００

１９：００

２０：００

開園・登園開始
※延長保育

（7:00～7:30）

給食

お昼寝

おやつ

順次帰宅

※延長保育
（18:30～）

閉園

登校

給食

下校➡
キッズ・児童クラブへ

おやつ

閉所
※一部のクラブで延長あり

時々お弁当も

その日の様
子や連絡事
項は連絡帳
でやりとり

開所

昼食（お弁当持参）

おやつ

閉所
※一部のクラブで延長あり

平日

＜課題＞
保護者の出勤より
児童の登校時間が
遅い場合がある

児童クラブへ
は学校を出て
一人で登園

民間学童や放課後デイ
のお迎えを待つために
キッズに行く場合も

＜課題＞
夏休み等長期休業中の
お弁当作り

17時まで（冬期
は16時）は１人
帰りできる

夏休み等

＜課題＞クラブへの送迎に
時間がかかる

＜課題＞
宿題や学習時間等の
確保

＜課題＞
PTA、参観日の対応
児童クラブ等の運営
参加

＜小１の壁について＞
保育所小学校キッズ・児童クラブ

5

＜課題＞クラブへの送迎に
時間がかかる



小１の壁について

課題検討の視点

具体的なニーズ項目の検証

アンケート調査概要
6



①保護者視点

＜求められる取組＞
○子育てに対する負担の軽減

○安心して子どもを預けられる
環境

○金銭的負担の軽減

○手続のデジタル化

③事業者視点

＜求められる取組＞
○保護者や子どものニーズを
満たすための行政からの支
援や連携の強化

②子ども視点

＜求められる取組＞
○子どもが思い思いに過ごせ
る活動場所の確保

○魅力的なプログラムの提供

○質の高いスタッフによる支
援

１ 課題検討の視点

より使いやす
い制度に向け

た取組

利便性の向上
に向けた取組

豊かな放課後
を過ごすため

の取組

事業者支援に
向けた取組

アベイラビリティ ユーザビリティ

7



小１の壁について

課題検討の視点

具体的なニーズ項目の検証

アンケート調査概要
8



２ 具体的なニーズ項目の検証

(1) 職員アンケート実施内容

３月に実施した放課後事業に携わる職員からのアイデアや過去の保護者・事業者等へのアンケート等をとり

まとめ、その内容についての検証と新たなニーズの把握を目的として、「放課後キッズクラブ」及び「放課後

児童クラブ」に関する本市職員アンケートを実施し、意見を聴取しました。

●実施期間：令和５年４月10日（月）～４月21日（金）

●回答方法：電子申請システム

●回答件数：６７６人

●質問項目：

①放課後キッズクラブ及び放課後児童クラブについてあったら良いと思われるサービス（複数選択制）

②子どもたちが放課後キッズクラブや放課後児童クラブに「もっと行きたい！」と思えるような内容

（複数選択制）

③回答した方の属性（お子さんの年齢、クラブ利用のあり・なし）

9



２ 具体的なニーズ項目の検証

(2) 職員アンケート結果及び検証

＜集計結果＞ ※（ ）内は全回答に対する割合

●設問１（放課後キッズクラブ及び放課後児童クラブについてあったら良いと思われるサービス）

① 長期休業日等の昼食提供 （66.4%） ② 学習支援＜宿題等＞ （48.5％）

③ 安全管理＜防犯カメラ等＞ （29.9％） ④ 登校前の預かり （27.7％）

⑤ きょうだい児減免 （27.7％） ⑥ 夜間の預かり （25.9％）

⑦ 送迎サービス＜クラブから自宅＞（23.1％）

⑧ 送迎サービス＜学校からクラブ＞ （15.5％）

⑨ 送迎サービス＜クラブから習い事＞ （12.4％） ⑩ その他 （8.4％）

●設問２（子どもたちが放課後キッズクラブや放課後児童クラブに「もっと行きたい！」と思える

ような内容）

① 落ち着いて過ごせる空間 （63.2％） ② 元気よく遊べる空間 （58.3％）

③ スタッフのスキルや経験 （42.5％） ④ 非日常的な体験・活動 （41.6％）

⑤ 継続的なプログラム＜おやつ工房、紙芝居等＞（38.2％）

⑥ おもちゃ、遊具（11.7％） ⑦ その他 （4.3％）
10



小１の壁について

課題検討の視点

具体的なニーズ項目の検証

アンケート調査概要
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３ アンケート調査概要
(1) 調査受託者

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社

(2) 調査方法及び対象数

12

対象者 調査方法 対象数（案）

保護者 WEBアンケート 90クラブ
※区ごとのクラブ数の差を
考慮したうえで無作為抽出

約10,000人※１

子ども 各クラブでアンケート用紙配布 約3,000人※２

事業者 WEBアンケート
全クラブ

（キッズクラブ、児童クラブ）

※１ 全登録児童の保護者を対象
※２ 登録児童のうち、留守家庭児童（キッズクラブすくすく・ほしぞら【区分２B】）を対象



３ アンケート調査概要
(3) 調査項目等

(4) 調査対象期間
７月上旬～中旬（３週間程度）

対象者 調査項目 項目数

保護者

・基本属性（子どもの人数、子育て環境、年収等）
・総論（子育てに関する負担感、クラブの満足度等）
・預かり時間（朝、夜間） ・長期休業日の昼食
・学習サポート ・利用料

30～40問

子ども ・クラブでの過ごし方 ・満足度 10問程度

事業者 ・運営に際しての課題感 ・行政に対して求める支援 30～40問

13



４月 ５月 ６月 7月 ８月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

アンケート調査

・調査項目策定

・調査

事業者

子ども・保護者

・過去の調査結果
分析、効果検証

他都市調査

中
間
報
告
作
成
・
実
現
可
能
な
項
目
の
選
択

調査項目、各視点の項目調整
調査準備
（対象、手法確認）

最
終
報
告
・
調
査
ま
と
め

分析、検証等

調査開始

●調査スケジュール案（6月１６日時点）

★受託者からの
中間報告・提言

★受託者選定

受託者との課題、支援策検討

過去の調査結果分析、ニーズ把握、効果検証

集計 事例検証

★受託者から
の報告・提言

★受託者ヒアリング

補足調査、ヒアリング

アンケート準備 実施 集計

アンケート準備 実施 集計

今後取組検討



事業内容

全ての児童を対象とした「放課後キッズクラブ」や、留守家庭児
童等を対象とした「放課後児童クラブ」への運営支援を行います。
また、特別支援学校における「はまっ子ふれあいスクール」の実

施や、公園の一部を「子どもの創造力を生かした自由な遊び場」と
して活用するプレイパークの活動の支援を引き続き実施します。

１ 放課後キッズクラブ事業＜拡充＞
77億373万円 (77億2,076万円)

学校施設等を活用し全ての子どもを対象とした「遊びの場」と、
留守家庭児童等を対象とした「生活の場」を兼ね備えた、安全・  
安心な放課後の居場所を提供するとともに、児童の健全な育成を
行います。
　医療的ケア児を受入れるための看護師を配置した場合の支援を
拡充します。

（運営か所数：338か所）

２ 小学校建替え等に伴う放課後キッズクラブ整備事業＜拡充＞
2億6,504万円 (2,941万円)

小学校建替え等に伴う放課後キッズクラブの活動場所の整備を
行います。

（実施設計：７か所、工事：８か所）

３ 放課後児童クラブ事業＜拡充＞ 31億274万円 (31億5,882万円)
　地域の理解と協力のもと、保護者の就労等により留守家庭となる児童の遊び及び生活を通じた健
全育成を行います。
　医療的ケア児を受け入れるための看護師を配置した場合の支援を拡充し、受入れに係る施設改修
の補助を新たに行います。

（運営か所数：221か所）

４ 特別支援学校はまっ子ふれあいスクール事業 8,764万円 (8,731万円)
一部の特別支援学校に設置されているはまっ子ふれあいスクールにおいて、学校施設を活用し、

遊びを通じた異年齢児間の交流を促進することにより、児童・生徒の健やかな成長を支援します。
（運営か所数：５か所）

５ 放課後児童育成事業の質の向上に向けた取組＜拡充＞
(1）事業所への支援＜拡充＞ ※予算額は１、３、４に含む

ア　人材確保支援
事業所における人材確保支援のため、引き続き事業の認知度向上

を図るとともに、各事業所の求人情報の集約及び提供を行います。
イ　人材育成＜拡充＞

必要な知識や技術の習得ができるよう、子どもの育成支援や安全
・安心への対応など様々な研修を実施するとともに、各事業所によ

 る人材育成が一層進むよう支援します。
ウ　地域・民間事業者等との連携支援

クラブにおいて地域や民間事業者等と連携したイベントやプログ
ラムが実施できるよう支援を行います。

(2) より良い放課後の居場所づくりに向けた取組＜新規＞
ア　デジタル化の推進＜新規＞

クラウドサービス上で、クラブ向けの情報受伝達や一部の補助金
申請業務のオンライン手続きをモデル実施し、クラブと区局等との
連携及び将来的な事務負担軽減を図ります。

イ　事業の充実に向けた調査＜新規＞
利用児童と保護者のニーズ等を把握するための調査を行い、サー

ビスの充実や事業者への支援に向けた検討を進めます。

６ プレイパーク支援事業 ※環境創造局との共管事業 3,259万円 (3,259万円)
地域主体で、公園の一部を「子どもの自由な遊び場」として活用する、プレイパークの活動を

支援します。
（実施団体数：23団体）

本
年
度
の
財
源
内
訳

国 3,291,103

県 2,863,556

その他 2,454

市　費 5,034,628

差 引

6
放 課 後 の 居 場 所
づ く り

本 年 度

千円

11,191,741

前 年 度 11,028,893

162,848

基本施策②

【放課後キッズクラブの活動】

【放課後児童クラブの活動】

特集４

特集４

特集５
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保護者向けアンケート項目（案）

№ 大項目 アンケート項目（案） 形式 回答（案）

1 お住まいの区と、利用しているクラブを教えてください。 選択

区とクラブ種別、クラブ名を回答してもらう
STEP１：18区のいずれかを選択
↓
STEP２：放課後キッズクラブor放課後児童クラブを
選択
↓
STEP３：クラブ名を選択

2 【№１で「放課後キッズクラブ」を選択した場合】
主に登録している区分を教えてください。 選択

①わくわく【区分１】
②すくすく・ゆうやけ【区分２A】
③すくすく・ほしぞら【区分２B】

3
お子さんがクラブに「もっと行きたい！」と思えるように、更
に充実するとよいと思うものはなんですか（希望する順に
３つまで選択してください）。

選択

①非日常的な体験・活動（校外学習等）
②継続的なプログラム（おやつ工房・紙芝居等）
③元気よく遊べる空間
④落ち着いて過ごせる空間
⑤スタッフのスキルや経験
⑥おもちゃ・遊具
⑦その他
⑧特にない

4 【№３で「⑦その他」を選択した場合】
具体的な内容を教えてください。 自由記入

5 日々の利用にあたり、クラブのスタッフの対応に満足して
いますか。 選択

①満足している
②どちらかと言うと満足している
③どちらかと言うと満足していない
④満足していない

6 日々の利用にあたり、クラブの活動内容に満足していま
すか。 選択

①満足している
②どちらかと言うと満足している
③どちらかと言うと満足していない
④満足していない

7 日々の利用にあたり、子どもが過ごす環境や安全対策に
関して満足していますか。 選択

①満足している
②どちらかと言うと満足している
③どちらかと言うと満足していない
④満足していない

8 現在、保護者の方が負担に感じていることはなんですか
（負担が大きい順に３つまで選択してください）。 選択

①預かり時間のミスマッチ（登校前の預かり）
②預かり時間のミスマッチ（19時以降の預かり）
③クラブからの帰宅後、お子さんの宿題を見る時間
④長期休業期間中のお弁当づくり
⑤クラブの活動・運営への参加
⑥お迎え
⑦利用料等の経済的負担
⑧その他
⑨特にない

9 【№８で「⑧その他」を選択した場合】
具体的な内容を教えてください。 自由記入

10 平日のお子さんの登校状況について教えてください。 選択
①保護者がお子さんより早く出る
②保護者とお子さんが一緒に出る
③保護者よりもお子さんが早く出る

11

【№10で「①保護者がお子さんより早く出る」を選択した
場合】
該当する項目を選択してください。 選択

①お子さんが自分で施錠して登校している
②保護者以外（祖父母等）が自宅にいる
③外部サービス（横浜子育てサポートシステム等）を
利用している
④その他

12 通っているクラブで、朝の預かりサービスがあった場合、利
用したいと思いますか。 選択 ①そう思う

②そう思わない

13 【№12で「①そう思う」を選択した場合】
有料であっても利用したいと思いますか。 選択 ①そう思う

②そう思わない

14 【№12で「①そう思う」を選択した場合】
何時からの預かりを希望しますか。 選択

①７時より前
②７時から
③７時15分から
④７時30分から
⑤７時45分から

全体項目

基本属性①

預かり時間
（朝及び夜間
の預かりについ

て）

1
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テキストボックス
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保護者向けアンケート項目（案）

№ 大項目 アンケート項目（案） 形式 回答（案）

15 【№12で「①そう思う」を選択した場合】
週何回利用を希望しますか。 選択

①１回
②２回
③３回
④４回
⑤５回

16 【№12で「②そう思わない」を選択した場合】
具体的な理由を教えてください。 自由記入

17 通っているクラブでの19時以降の預かりサービスがあった
場合、利用したいと思いますか。 選択 ①そう思う

②そう思わない

18 【№17で「①そう思う」を選択した場合】
何時までの預かりを希望しますか。 選択

①19時30分まで
②20時まで
③20時30分まで
④21時
⑤21時以降

19 夏休み等の長期休業中に、クラブでの昼食提供サービ
スがあれば利用したいと思いますか。 選択 ①そう思う

②そう思わない

20 【№19で「①そう思う」を選択した場合】
どの程度の金額までであれば利用しますか。 選択

①300円程度
②400円程度
③500円程度
④600円程度
⑤700円程度
⑥700円より高くても利用する

21 【№19で「①そう思う」を選択した場合】
週何回の提供を希望しますか。 選択

①１回
②２回
③３回
④４回
⑤５回

22 クラブでの昼食提供に際して、気になることを教えてくださ
い（気になる順に３つまで選択してください）。 選択

①食事の量
②メニュー選択の可否
③栄養バランス
④アレルギー対応
⑤食中毒
⑥利用のしやすさ（手続方法等）
⑦利用料
⑧その他
⑨特にない

23 【№22で「⑧その他」を選択した場合】
具体的な内容を教えてください。 自由記入

24 クラブによる学習のサポートに関して、期待することはなん
ですか。 選択

①自分から宿題等の勉強をするように促してほしい
②宿題等の勉強をする時間を一律に設けてほしい
③学校の授業でわからなかったところを教えてほしい
④クラブ独自の学習プログラムを設けてほしい
⑤その他
⑥特にない

25 【№24で「⑤その他」を選択した場合】
具体的な内容を教えてください。 自由記入

26

現在のクラブの利用料※について、どう思いますか。
※
○キッズクラブ：わくわく【区分１】＝スポット利用料（800円/
日）、すくすく＝月額利用料（ゆうやけ【区分２A】＝2,000
円/月、ほしぞら【区分２B】＝5,000円/月）
○放課後児童クラブ：クラブごとの月額利用料（おやつ代等
実費部分除く）
についてご回答ください。

選択

①高い
②どちらかと言うと高い
③適当だと思う
④どちらかと言うと安い
⑤安い

27 利用料の減免を受けていますか。 選択

①受けている（市民税所得割非課税世帯）
②受けている（生活保護世帯）
③受けている（就学援助世帯）
④受けている（その他の減免）
⑤受けていない

28
意見

その他、事業に対するご意見等ありましたら教えてくださ
い。 自由記入

利用料

昼食関係

学習のサポート
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保護者向けアンケート項目（案）

№ 大項目 アンケート項目（案） 形式 回答（案）

29 お子さんの人数を年齢区分ごとに教えてください。 選択

①小学１年生　○人
②小学２年生　○人
③小学３年生　○人
④小学４年生　○人
⑤小学５年生　○人
⑥小学６年生　○人
⑦未就学児　○人
⑧中学生以上　○人

30 クラブに通っているお子さんの人数を年齢区分ごとに教え
てください。 選択

①小学１年生　○人
②小学２年生　○人
③小学３年生　○人
④小学４年生　○人
⑤小学５年生　○人
⑥小学６年生　○人

31 日常的に子育てをサポートしてくれる人がいますか。 選択

①祖父母
②祖父母以外の親戚
③近所の人
④その他
⑤特にいない

32
父親の現在の就労状況（自営業及びその家族従事
者を含む）を教えてください。
【母子家庭の場合は、回答不要です】

選択

①フルタイムで就労している
②フルタイム以外（パート・アルバイト等）で就労して
いる
③就労していない

33
母親の現在の就労状況（自営業及びその家族従事
者を含む）を教えてください。
【父子家庭の場合は、回答不要です】

選択

①フルタイムで就労している
②フルタイム以外（パート・アルバイト等）で就労して
いる
③就労していない

34

令和４年１年間の世帯全体の年間収入（税・社保
等控除前）を教えてください（回答いただいている方以
外の世帯員の収入も合計した金額を選択してくださ
い）。

選択

①～200万円
②200～299万円
③300～399万円
④400～499万円
⑤500～599万円
⑥600～699万円
⑦700～799万円
⑧800～899万円
⑨900～999万円
⑩1,000～1,249万円
⑪1,250～1,499万円
⑫1,500～1,999万円
⑬2,000万円以上

基本属性②
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子ども向けアンケート項目（案）

№ 大項目 アンケート項目（案） 形式 回答（案）

1
なんねんせいですか。（あてはまるばんごう１つに○をつ
けてね。） 選択

①１ねんせい
②２ねんせい
③３ねんせい
④４ねんせい
⑤５ねんせい
⑥６ねんせい

2
クラブはたのしいですか。（あてはまるばんごう１つに○を
つけてね。） 選択

①たのしい
②どちらかというたのしい
③どちらかというとたのしくない
④たのしくない
⑤わからない

3
クラブのすきなところはありますか。（あてはまるばんごうぜ
んぶに○をつけてね。） 選択

①おともだちがいるところ
②ちがうがくねんのこがいるところ
③あそびばがあるところ
④おもちゃやほんがたくさんあるところ
⑤イベントにさんかできるところ
⑥そのほか（　）※自由記入
⑦すきなところはない

4
クラブにいるときに、なにをしていることがおおいですか。
（あてはまるばんごうぜんぶに○をつけてね。） 選択

①ほんをよんだり、ぬりえをしたり、しずかにすごしている
②おもちゃやブロックであそんでいる
③ボールやいちりんしゃであそんでいる
④てれびやDVDをみている
⑤おにごっこやドッジボールなど、みんなであそんでいる。
⑥イベントにさんかしている
⑦そのほか（　）※自由記入

5
クラブのせいかつで、こまることや、「いやだな」、「かえてほ
しいな」、とおもうことはありますか。（あてはまるばんごうぜ
んぶに○をつけてね。）

選択

①なかのよいおともだちがいないところ
②すきなあそびができないところ
③おもちゃやほんがすくないところ
④あそぶばしょがすくないところ
⑤ゆっくりできないところ
⑥そのほか（　）※自由記入
⑦おもうことはない

6
クラブで、「あったらいいな」、「やってみたいな」とおもうこと
はありますか。（とおくへのおでかけ　など。） 自由記入

7
クラブでは、がっこうのしゅくだいをしていますか。（あてはま
るばんごう１つに○をつけてね。） 選択

①いつもしている
②たまにしている
③あまりしていない
④していない

8
クラブにいるおとなの人(ひと)たちを、どうおもいますか。
（あてはまるばんごう３つまでに○をつけてね。） 選択

①おもしろい
②やさしい
③あたたかい
④あかるい
⑤はなしをきいてくれる
⑥こわい
⑦つめたい
⑧うるさい
⑨はなしをきいてくれない
⑩そのほか（　）※自由記入

9
クラブいがいのふだんのせいかつやべんきょうで、こまってい
ることはありますか（あればかいてね）。 自由記入

子ども向けアン
ケート
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事業者向けアンケート項目（案）

№ 大項目 アンケート項目（案） 形式 回答（案）

1

基本属性

クラブ名等を選択してください。 選択

区とクラブ種別、クラブ名を回答してもらう
STEP１：18区のいずれかを選択
↓
STEP２：放課後キッズクラブor放課後児童クラブを
選択
↓
STEP３：クラブ名を選択

2 子どもへの関わり 選択

①頻繁に困っている
②時々困ることがある
③たまに困ることがある
④ほとんど困ることはない

3 市に求める具体的な支援があれば教えてください。 自由記入

4 保護者との関わり 選択

①頻繁に困っている
②時々困ることがある
③たまに困ることがある
④ほとんど困ることはない

5 市に求める具体的な支援があれば教えてください。 自由記入

6 学校との関わり 選択

①頻繁に困っている
②時々困ることがある
③たまに困ることがある
④ほとんど困ることはない

7 市に求める具体的な支援があれば教えてください。 自由記入

8 地域との関わり 選択

①頻繁に困っている
②時々困ることがある
③たまに困ることがある
④ほとんど困ることはない

9 市に求める具体的な支援があれば教えてください。 自由記入

10 その他関係機関との関わり 選択

①頻繁に困っている
②時々困ることがある
③たまに困ることがある
④ほとんど困ることはない

11 市に求める具体的な支援があれば教えてください。 自由記入

12 活動場所の確保 選択

①頻繁に困っている
②時々困ることがある
③たまに困ることがある
④ほとんど困ることはない

13 市に求める具体的な支援があれば教えてください。 自由記入

14 安全管理の取組（事件・事故の予防を含む） 選択

①頻繁に困っている
②時々困ることがある
③たまに困ることがある
④ほとんど困ることはない

15 市に求める具体的な支援があれば教えてください。 自由記入

16 プログラム、活動内容の充実に向けた取組 選択

①頻繁に困っている
②時々困ることがある
③たまに困ることがある
④ほとんど困ることはない

17 市に求める具体的な支援があれば教えてください。 自由記入

18 子どもの学習習慣の定着に向けた取組 選択

①頻繁に困っている
②時々困ることがある
③たまに困ることがある
④ほとんど困ることはない

19 市に求める具体的な支援があれば教えてください。 自由記入

市に求める支
援
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事業者向けアンケート項目（案）

№ 大項目 アンケート項目（案） 形式 回答（案）

20 障害児や配慮が必要な児童の受け入れに向けた取組 選択

①頻繁に困っている
②時々困ることがある
③たまに困ることがある
④ほとんど困ることはない

21 市に求める具体的な支援があれば教えてください。 自由記入

22 市・区へ提出する書類の作成 選択

①頻繁に困っている
②時々困ることがある
③たまに困ることがある
④ほとんど困ることはない

23 市に求める具体的な支援があれば教えてください。 自由記入

24 その他の事務作業 選択

①頻繁に困っている
②時々困ることがある
③たまに困ることがある
④ほとんど困ることはない

25 市に求める具体的な支援があれば教えてください。 自由記入

26 事業所内の人材育成 選択

①頻繁に困っている
②時々困ることがある
③たまに困ることがある
④ほとんど困ることはない

27 市に求める具体的な支援があれば教えてください。 自由記入

28 人材の確保 選択

①頻繁に困っている
②時々困ることがある
③たまに困ることがある
④ほとんど困ることはない

29 市に求める具体的な支援があれば教えてください。 自由記入

30 運営費のやり繰り 選択

①頻繁に困っている
②時々困ることがある
③たまに困ることがある
④ほとんど困ることはない

31 市に求める具体的な支援があれば教えてください。 自由記入

32 その他、市に求める具体的な支援があれば教えてくださ
い。 自由記入

6


	次第
	【資料１】放課後部会委員名簿
	【資料２】事務局名簿（放課後部会）
	【資料３】横浜市子ども・子育て会議条例.
	【資料４】横浜市子ども・子育て会議運営要綱
	【資料５】第３期子ども・子育て支援事業計画策定にニーズ調査について
	資料５_説明資料
	別紙１_項目一覧（未就学児）
	別紙１_項目一覧（小学生）
	別紙２_調査票（未就学児）※一部抜粋
	別紙３_調査票（小学生）※一部抜粋

	【資料６】放課後キッズクラブ・放課後児童クラブの充実に向けた調査
	【資料７】R5事業概要
	【資料８】アンケート項目（案）



